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春
日
市
成
人
式
が
１
月
９
日
に
、ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。多
く
の
新

成
人
が
集
ま
っ
て
懐
か
し
い
旧
友
と
再
会
し

会
場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。成
人
を

祝
う
儀
式
と
し
て
は
、元
服
や
裳
着
な
ど
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、成
人
式
の
始

ま
り
は
昭
和
21
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。成
人

の
日
と
し
て
祝
日
に
制
定
さ
れ
た
昭
和
24
年

に
は
全
国
の
自
治
体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、今
で
は
す
っ
か
り
冬
の
風
物
詩
と
な
り
ま

し
た
。多
く
の
人
か
ら
お
祝
い
や
激
励
の
言
葉

を
受
け
て
、喜
び
と
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
た

人
へ
の
感
謝
を
口
に
す
る
新
成
人
の
姿
を
目

に
す
る
と
、と
て
も
逞
し
く
見
え
ま
す
。

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
様
、い
つ
ま
で
も
親
や

お
世
話
に
な
っ
た
人
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。そ
し
て
後
に
続
く
世
代
の
た
め
に
も
新
し

い
時
代
を
、新
し
い
日
本
を
、切
り
拓
い
て
く

だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　 

　（
ひ
で
ひ
こ
）

○議会が身近に感じた。
○参加することによって市議の方の行動が分かる。
○われわれが選んだ議員がわれわれの生活をサポートしているか
知りたい。
○若い方や女性がもっと増えるとよいと思いました。
○（市議会だよりについて）活字がもう少し大きくなればよい。

10
月
28
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら（
抜
粋
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
32
人

●10月21日開催分は前号に、ご意見・アンケート集計結果は市議会ウェブサイトに掲載しています●

議会報告会

Ｑ　市議会からの説明や回答

Ｑ　市議会だよりについて

よく分かった
14人

だいたい分かった
17人

分からなかった
1人

未回答
1人

いつも　
見ている
21人

ときどき見ている
10人

Ｑ　次回への参加意欲

参加したい
24人

参加したくない
2人

未回答
6人

Ｑ　意見交換に対する感想

良かった
20人良くなかった

2人

未回答
10人

日　時　平成28年10月28日（金）
午後７時から午後８時29分

会　場　春日東中学校　いずみホール
参加者　36人
内　容　■議会活動の報告(委員会活動報告)

■議会に関する意見交換

２日間（10/21、28）で106人のみなさまにご参加
いただきました。ありがとうございました！

議会報告会でのご意見を受け、議会運営委員
会では、政務活動費収支報告書のインター
ネット公開に向け、議論を始めています。ご意
見を今後の議会活動に生かしてまいります。

ご意見ありがとうございました

かすが市議会だより 平成29年（2017年）2月15日 16

議会報告会



議案の概要
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議案等一覧表・討論・議決結果

平成２８年度一般会計補正予算歳入歳出総額

３２７億４８０６万円に補正
第４回（１２月）定例会は１２月１日に招集され、１２月１６日までの１６日間の会期で開催され、

２5議案並びに１意見書などを審議しました。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
が
当
初
の
見
込
み
を
大
幅

に
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
に
お
い
て

１
億
８
４
０
０
万
円
、
そ
れ
に
伴
う
歳
出

と
し
て
返
礼
品
送
付
の
委
託
料
な
ど
約
９

８
０
０
万
円
増
額
。
ま
た
新
た
に
、「
国
有

提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金

（
基
地
交
付
金
）」
２
４
４
万
円
の
交
付
が

決
定
し
た
（
詳
細
は
Ｐ
14
）。

国
家
公
務
員
の
本
年
度
の
給
与
の
改
定

な
ど
に
準
じ
、
一
般
職
職
員
の
給
与
・
勤

勉
手
当
・
扶
養
手
当
お
よ
び
市
長
な
ど
特

別
職
や
議
員
の
期
末
手
当
を
改
定
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
は
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
２
６
４

１
万
円
、
歳
出
は
職
員
給
与
等
費
２
２
１

６
万
円
な
ど
。

日
常
に
お
け
る
債
権
管
理
の
在
り
方
を

明
確
に
し
、
庁
内
の
意
識
啓
発
を
図
り
債

権
管
理
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
条
例
を
制
定
。
な
お
、
非
強
制
徴
収

債
権
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
管
理
を
行
っ

て
も
回
収
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場

合
の
み
債
権
の
放
棄
を
可
能
と
す
る
。

ま
た
、
１
０
０
万
円
以
下
の
金
銭
債
権

の
徴
収
に
係
る
訴
え
の
提
起
、
和
解
お
よ

び
調
停
に
関
す
る
こ
と
を
市
長
の
専
決
処

分
の
追
加
事
項
に
す
る
議
案
を
議
員
提
案

で
上
程
し
、
可
決
し
た
。

国
民
の
健
康
管
理
や
疾
病
予
防
へ
の
意

識
を
高
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
、
自
発
的

な
健
康
管
理
を
推
進
す
る
も
の
。
平
成
29

年
か
ら
平
成
33
年
ま
で
の
間
に
、
予
防
接

種
や
定
期
健
診
な
ど
を
受
診
し
た
上
で
、

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
購
入
費
用
の

う
ち
年
間
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額
に
つ

い
て
、
特
例
と
し
て
医
療
費
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
29
年
１
月
１
日
購
入
分
か
ら
対
象

と
な
り
、
現
行
の
医
療
費
控
除
と
ど
ち
ら

か
を
選
択
す
る
。

▼
確
定
申
告
で
今
回
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
に
は
次
の
も
の
が
必
要

・
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
購
入
領
収

書
（
レ
シ
ー
ト
）

・
予
防
接
種
・
定
期
健
診
・
特
定
健
診

な
ど
の
結
果
通
知
表
・
領
収
書

職
員
の
給
与
、市
長
及
び
議
員

の
期
末
手
当
な
ど
の
改
定

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
購
入
の

医
療
費
控
除
特
例
新
設

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と

は
、医
療
用
か
ら
転
用（
ス

イ
ッ
チ
）さ
れ
た
医
薬
品
の

こ
と
で
、識
別
マ
ー
ク（
下

図
）が
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

表
示
さ
れ
る
。

購
入
時
、レ
シ
ー
ト
な
ど
に

も
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
る
。

12月定例会で議決された議案等一覧表

▽固定資産評価審査委員会委員の選任 [同　　意]

人事案件 １件

▽行政手続における特定の個人を識別するための番号の
　利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定
　個人情報の提供に関する条例  [原案可決]
▽職員退職手当支給条例 [原案可決]
▽税条例等 [原案可決]
▽国民健康保険税条例 [原案可決]
▽介護保険条例 [原案可決]
▽職員の給与に関する条例 [原案可決]
▽特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例
 [原案可決]
▽市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支給
　に関する条例 [原案可決]

条例の一部改正 ８件

▽債権管理条例 [原案可決]

条例の制定 １件

▽一般会計 (第3号) [原案可決]
▽一般会計 (第4号) [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計 (第3号) [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計 (第4号) [原案可決]

平成28年度 補正予算 10件

▽福岡市の区域内における春日市道の設置に関する
　協議 [原案可決]
▽町の区域の設定 [原案可決]

その他の案件 ２件

▽奴国の丘歴史公園における児童の負傷事故に伴う
　損害賠償の額の決定 [承　　認]

報告案件（専決処分） １件

▽安心な社会保障と強い地域経済を構築するための
　地方財政措置を求める意見書 [原案可決]

意見書 １件

▽平成27年度教育委員会の権限に属する事務の管理
　及び執行の状況に係る点検及び評価 [受　　理]

報告事項 １件

▽市議会会議規則の一部改正 [原案可決]
▽市長の専決処分事項の追加指定 [原案可決]

議員提出議案 ２件

債
権
管
理
の
適
正
化
と

市
長
の
専
決
処
分
の
追
加

分類基準1 債権の種類

滞納処分
できる

強制徴収債権
（公債権）

分類基準2 例

時効の経過に
より債権が
自動的に消滅

市税
国民健康保険税
介護保険料

滞納処分
できない

非強制
徴収債権

時効の経過に
より債権が
自動的に消滅

生活保護返還金
ごみ処理手数料

公
債
権

債権の消滅に
は時効の援用
が必要

私
債
権

市営住宅使用料

識
別
マ
ー
ク

表
示
イ
メ
ー
ジ

▽後期高齢者医療事業特別会計 (第2号) [原案可決]
▽後期高齢者医療事業特別会計 (第3号) [原案可決]
▽介護保険事業特別会計 (第3号) [原案可決]
▽介護保険事業特別会計 (第4号) [原案可決]
▽下水道事業会計 (第2号) [原案可決]
▽下水道事業会計 (第3号) [原案可決]

議決結果（賛否が分かれた案件）

平成28年第４回（12月）定例会
件　　　　　　　　　　  名

※金堂清之議員（翔春会）は議長職のため、表決権はありません。　※◎は会派代表者 （○賛成　●反対）

※その他の案件については全員賛成で可決されました。　

春風会 会派大樹 会派に所属
しない議員

議決結果

公明党 創政会衆政会 翔春会

債権管理条例の制定

市長の専決処分事項の追加指定について

議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当の支給に関する条例の一部改正
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎
中
原 

智
昭

安心な社会保障と強い地域経済を構築する
ための地方財政措置を求める意見書 原案可決

討　論 本会議最終日、採決の前に各議案に対して討論が行われました。

○安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める意見書
原案可決に反対 原案可決に賛成
保育の受け皿の整備および保育士、介護職員などの処
遇改善施策へは、消費税が充当予定だが、その引き上げ
が先送りされる中で、政府において必要な措置がなされ
ている。これを受け、本市においても、格差解消に至ってい
ないものの、改善が見受けられると判断する。年度末の補
正予算編成に対する要望には、地域の問題点として具体
的事項を明記し要望すべきで、国に地方負担分の財源措
置を求めることは国の財政を圧迫することにつながる。

川﨑 英彦議員
１月からの通常国会での審議の後、地方交付税法など
は成立予定であり、今定例会での国への要望の意見書の
意義はここにある。保育の受け皿整備、保育士、介護職員
などの処遇改善および社会保障の充実策、学校教育、道
路などの社会的基盤の整備などへの必要な財源確保の
要望である。国の方針を受け身で見守るのではなく、市民
生活に関わる重要な現状の課題、また早期の実現の要望
を地方議会として積極的に国に届けるべきである。

岩切 幹嘉議員

（
※
）

債権管理条例の対象となる債権の種類

主な内容 補正額

歳
入

歳
出

市民税個人（現年分）

市民税法人（現年分）

社会資本整備総合交付金

かすがふるさと応援寄附金

かすがふるさと応援寄附金推進事業費

電子計算機器等管理運営費

国民健康保険事業特別会計繰出金

西鉄春日原駅周辺整備事業費

10,606

3,392

8,525

18,400

9,828

1,350

8,006

12,328

（単位：万円）
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０
０
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０
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助
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付
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交
付
金
）」
２
４
４
万
円
の
交
付
が

決
定
し
た
（
詳
細
は
Ｐ
14
）。

国
家
公
務
員
の
本
年
度
の
給
与
の
改
定

な
ど
に
準
じ
、
一
般
職
職
員
の
給
与
・
勤

勉
手
当
・
扶
養
手
当
お
よ
び
市
長
な
ど
特

別
職
や
議
員
の
期
末
手
当
を
改
定
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
は
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
２
６
４

１
万
円
、
歳
出
は
職
員
給
与
等
費
２
２
１

６
万
円
な
ど
。

日
常
に
お
け
る
債
権
管
理
の
在
り
方
を

明
確
に
し
、
庁
内
の
意
識
啓
発
を
図
り
債

権
管
理
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
条
例
を
制
定
。
な
お
、
非
強
制
徴
収

債
権
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
管
理
を
行
っ

て
も
回
収
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場

合
の
み
債
権
の
放
棄
を
可
能
と
す
る
。

ま
た
、
１
０
０
万
円
以
下
の
金
銭
債
権

の
徴
収
に
係
る
訴
え
の
提
起
、
和
解
お
よ

び
調
停
に
関
す
る
こ
と
を
市
長
の
専
決
処

分
の
追
加
事
項
に
す
る
議
案
を
議
員
提
案

で
上
程
し
、
可
決
し
た
。

国
民
の
健
康
管
理
や
疾
病
予
防
へ
の
意

識
を
高
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
、
自
発
的

な
健
康
管
理
を
推
進
す
る
も
の
。
平
成
29

年
か
ら
平
成
33
年
ま
で
の
間
に
、
予
防
接

種
や
定
期
健
診
な
ど
を
受
診
し
た
上
で
、

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
購
入
費
用
の

う
ち
年
間
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額
に
つ

い
て
、
特
例
と
し
て
医
療
費
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
29
年
１
月
１
日
購
入
分
か
ら
対
象

と
な
り
、
現
行
の
医
療
費
控
除
と
ど
ち
ら

か
を
選
択
す
る
。

▼
確
定
申
告
で
今
回
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
に
は
次
の
も
の
が
必
要

・
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
購
入
領
収

書
（
レ
シ
ー
ト
）

・
予
防
接
種
・
定
期
健
診
・
特
定
健
診

な
ど
の
結
果
通
知
表
・
領
収
書

職
員
の
給
与
、市
長
及
び
議
員

の
期
末
手
当
な
ど
の
改
定

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
購
入
の

医
療
費
控
除
特
例
新
設

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と

は
、医
療
用
か
ら
転
用（
ス

イ
ッ
チ
）さ
れ
た
医
薬
品
の

こ
と
で
、識
別
マ
ー
ク（
下

図
）が
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

表
示
さ
れ
る
。

購
入
時
、レ
シ
ー
ト
な
ど
に

も
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
る
。

12月定例会で議決された議案等一覧表

▽固定資産評価審査委員会委員の選任 [同　　意]

人事案件 １件

▽行政手続における特定の個人を識別するための番号の
　利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定
　個人情報の提供に関する条例  [原案可決]
▽職員退職手当支給条例 [原案可決]
▽税条例等 [原案可決]
▽国民健康保険税条例 [原案可決]
▽介護保険条例 [原案可決]
▽職員の給与に関する条例 [原案可決]
▽特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例
 [原案可決]
▽市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支給
　に関する条例 [原案可決]

条例の一部改正 ８件

▽債権管理条例 [原案可決]

条例の制定 １件

▽一般会計 (第3号) [原案可決]
▽一般会計 (第4号) [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計 (第3号) [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計 (第4号) [原案可決]

平成28年度 補正予算 10件

▽福岡市の区域内における春日市道の設置に関する
　協議 [原案可決]
▽町の区域の設定 [原案可決]

その他の案件 ２件

▽奴国の丘歴史公園における児童の負傷事故に伴う
　損害賠償の額の決定 [承　　認]

報告案件（専決処分） １件

▽安心な社会保障と強い地域経済を構築するための
　地方財政措置を求める意見書 [原案可決]

意見書 １件

▽平成27年度教育委員会の権限に属する事務の管理
　及び執行の状況に係る点検及び評価 [受　　理]

報告事項 １件

▽市議会会議規則の一部改正 [原案可決]
▽市長の専決処分事項の追加指定 [原案可決]

議員提出議案 ２件

債
権
管
理
の
適
正
化
と

市
長
の
専
決
処
分
の
追
加

分類基準1 債権の種類

滞納処分
できる

強制徴収債権
（公債権）

分類基準2 例

時効の経過に
より債権が
自動的に消滅

市税
国民健康保険税
介護保険料

滞納処分
できない

非強制
徴収債権

時効の経過に
より債権が
自動的に消滅

生活保護返還金
ごみ処理手数料

公
債
権

債権の消滅に
は時効の援用
が必要

私
債
権

市営住宅使用料

識
別
マ
ー
ク

表
示
イ
メ
ー
ジ

▽後期高齢者医療事業特別会計 (第2号) [原案可決]
▽後期高齢者医療事業特別会計 (第3号) [原案可決]
▽介護保険事業特別会計 (第3号) [原案可決]
▽介護保険事業特別会計 (第4号) [原案可決]
▽下水道事業会計 (第2号) [原案可決]
▽下水道事業会計 (第3号) [原案可決]

議決結果（賛否が分かれた案件）

平成28年第４回（12月）定例会
件　　　　　　　　　　  名

※金堂清之議員（翔春会）は議長職のため、表決権はありません。　※◎は会派代表者 （○賛成　●反対）

※その他の案件については全員賛成で可決されました。　

春風会 会派大樹 会派に所属
しない議員

議決結果

公明党 創政会衆政会 翔春会

債権管理条例の制定

市長の専決処分事項の追加指定について

議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当の支給に関する条例の一部改正

原案可決

原案可決

原案可決
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●
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●
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●

●

●

●

●
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白
水 

和
博

松
尾 

德
晴

白
水 

勝
己

近
藤 

幸
恵

北
田 

　織

髙
橋 

裕
子

岩
切 

幹
嘉

前
田 

俊
雄

野
口 

明
美

米
丸 

貴
浩

竹
下 

尚
志

與
國 

　洋

岩
渕 

　穣

川
﨑 

英
彦

内
野 

明
浩

吉
居 

恭
子

西
川 

文
代

武
末 

哲
治

◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎
中
原 

智
昭

安心な社会保障と強い地域経済を構築する
ための地方財政措置を求める意見書 原案可決

討　論 本会議最終日、採決の前に各議案に対して討論が行われました。

○安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める意見書
原案可決に反対 原案可決に賛成
保育の受け皿の整備および保育士、介護職員などの処
遇改善施策へは、消費税が充当予定だが、その引き上げ
が先送りされる中で、政府において必要な措置がなされ
ている。これを受け、本市においても、格差解消に至ってい
ないものの、改善が見受けられると判断する。年度末の補
正予算編成に対する要望には、地域の問題点として具体
的事項を明記し要望すべきで、国に地方負担分の財源措
置を求めることは国の財政を圧迫することにつながる。

川﨑 英彦議員
１月からの通常国会での審議の後、地方交付税法など
は成立予定であり、今定例会での国への要望の意見書の
意義はここにある。保育の受け皿整備、保育士、介護職員
などの処遇改善および社会保障の充実策、学校教育、道
路などの社会的基盤の整備などへの必要な財源確保の
要望である。国の方針を受け身で見守るのではなく、市民
生活に関わる重要な現状の課題、また早期の実現の要望
を地方議会として積極的に国に届けるべきである。

岩切 幹嘉議員

（
※
）

債権管理条例の対象となる債権の種類

主な内容 補正額

歳
入

歳
出

市民税個人（現年分）

市民税法人（現年分）

社会資本整備総合交付金

かすがふるさと応援寄附金

かすがふるさと応援寄附金推進事業費

電子計算機器等管理運営費

国民健康保険事業特別会計繰出金

西鉄春日原駅周辺整備事業費

10,606

3,392

8,525

18,400

9,828

1,350

8,006

12,328

（単位：万円）
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委員会報告委員会報告・傍聴案内

A
Q

主に議論となった内容

◎債権管理条例の制定
滞納となっている債権について日常における管理
の在り方を明確にするとともに、職員の意識の啓
発を図り、債権管理の適正化を図ることを目的と
し、その管理に係る事務の処理について必要な事
項を定めるために制定する。

債権の放棄まで規定する必要があるのか。
私債権の消滅には時効の援用が必要であり、債
権者が行方不明になった場合は債権が残ったま
まになる、適正な管理を行っても回収できない
場合のみ債権の放棄を行うことを条例で規定す
る。
債権の回収に当たっては、納税者の立場を考えた配
慮ある対応を、また債権管理の見える化を行い、所管
の連携を行うことで職員の意識啓発を図るよう求め
る。

◎平成28年度一般会計補正予算（第3号）
歳入歳出予算の総額を3億9,754万円増額し、327
億2,165万8千円に補正する。
ふるさと納税の寄附金が大幅に増額となった要因
は。
九州地方の特産品がふるさと納税のウェブサイト
内のランキングに常時掲載されており、関東在住
の方からの寄附が増加した。
ふるさと納税をより推進するために春日市を応援し
ていただけるようなネットワークを活用した施策を検
討するよう求める。
日本語指導の補助員が1名不足しているが、授業の
進行に支障はないのか。
不足している学校については、学習に支障が出な
いよう担任以外の先生がサポートしている。
就学援助の支給率は約65％だが、その周知方法は。
入学説明会、入学後、納税通知書発送前に説明を
行い、通年では市のホームページで紹介している。
放課後児童クラブ管理業務が減額になった理由は。
児童数は昨年度よりも伸びているが、当初予算編
成時の想定数までは至らなかった。

総務文教委員会 委員長　武末哲治　副委員長　内野明浩
委　員　竹下尚志・北田　織・川﨑英彦・髙橋裕子・白水勝己

Q

A

Q

A

Q
A

Q
A

A

Q

A
Q

主に議論となった内容

◎平成28年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）
一般高額療養費の増額などに伴い、歳入歳出予算
の総額を8466万４千円増額し、124億272万８千
円に補正する。
高額療養費が増額になっているが、どういった疾患
によるものか。傾向はあるのか。
高額療養費が増額になった疾患別の把握はでき
ていないが、一つには高額の薬剤の認可に伴い、１
件の治療費が上がっていることが影響していると
考える。
医療費が高額になる人工透析は増えているのか。
人工透析は以前から毎年増加傾向にある。

◎平成28年度介護保険事業特別会計補正予算（第３
号）
介護予防サービス、地域密着型介護予防サービスな
どの増に伴い、歳入歳出予算の総額を5270万６千
円増額し、63億7451万１千円に補正する。

春日市の独自性を持った配食サービスについて、進
捗状況や方向性はどう考えているのか。
配食サービスは食数掛ける単価での委託が難しく
なっている。食数掛ける単価に併せて一定の基本
額を設定した形での運営で最終的調整をしてい
る。
配食サービスの意義は見守りというところが大き
く、これからの地域包括ケアシステムの中の生活
支援体制整備の一環に位置付けられると考える。
介護予防ケアマネジメント事業費が増えた理由は何
か。
通所型サービスの利用件数が見込み以上に増え
たためである。
まごころ訪問サービスの利用は増えてきているのか。
利用はそれほど増えていないものの、今後多様な
主体によるサービスの実施が必要と考えている。

介護保険システム改修においては、必ず十分なテス
トをした上でシステムを稼働し、ミスが発生しないよ
うに求める。

市民厚生委員会 委員長　米丸貴浩　副委員長　近藤幸恵
委　員　前田俊雄・吉居恭子・西川文代・白水和博

Q

A

Q

A

Q
A

要望

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

議会を見ませんか議会を見ませんか

一般質問の質問項目は、市議会
ウェブサイトに掲載、公民館に設置
しています。

●ケーブルステーション福岡生中継
(一般質問)
●インターネット録画映像配信

検 索春日市議会　議会中継

会期日程　平成29年 ３月定例会

※日程は、都合により変更になる場合があります。

日 土月 火 水 木 金
2/26 3/1 32

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

427 28
本会議

（議案上程・説明）

予算審査特別委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会

議会運営委員会
常任委員会
議会報編集特別委員会

本会議
議会運営委員会
予算審査特別委員会

本会議
（補正予算採決）
予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会
（議案採決）

予算審査特別委員会 本会議
（一般質問）

常任委員会
（議案審査）

常任委員会
（議案審査）

常任委員会
（議案審査・
　補正予算採決）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案採決）

常任委員会
（議案採決）

祝日
（春分の日）

要望

要望

債権の種類

強制徴収債権 138,084万円

992万円

897万円

12.2万件

323件

282件

市税・国保税

生活保護費返還金

市営住宅・給食費

非強制徴収公債権

非強制徴収私債権

件数 債権例H27度末滞納額

A
Q

A
Q

A

Q

A
Q

主に議論となった内容

◎平成28年度下水道事業会計補正予算（第２号）
今回、補正予算を組む要因は何か。
４月および７月の職員の人事異動などによるもの
並びに小倉第３雨水幹線築造工事(３工区)に関する
交付金の追加交付によるもの。
具体的な金額はどうか。
収益的収入は81万３千円を増額し、総額23億1917
万７千円に補正。収益的支出は643万４千円を減額し
総額19億8018万２千円に補正する。次に資本的収入
は5690万円を増額し、総額を６億8179万４千円に
補正。資本的支出は5921万７千円を増額し、総額を
16億2615万９千円に補正するものである。
28年度前半の人事異動による補正がなぜ12月での
計上となったのか。
人事異動に伴う下水道事業会計の補正は、一般会計
の補正時期と合わせているため。
小倉第３雨水幹線築造工事の効果はどうか。
小倉方面から大和町方面への雨水流入を遮断し浸
水被害を軽減。また県道31号線付近の雨水を取り
込み、道路冠水被害を軽減する。

◎福岡市の区域内における春日市道の設置に関する
協議

協議の内容はどのようなものか。
須玖南七丁目62番地先から福岡市南区曰佐三丁目
123番17地先までの市道第259号路線に関し、福岡
市域の道路拡幅用地を本市の道路区域に編入する。
このような事例は他にもあるのか。またその目的は。
福岡市域分と大野城市域分を合わせ４件ある。隣接
自治体と道路管理をどちらが行うかを明確にする
ことが一番の目的である。

◎町の区域の設定
目的は何か。
開発中だった星見ヶ丘地区の現在の町名地番を星
見ヶ丘五、六丁目として整備する。なお今回の措置
で当該地区の町名地番整備事業は完了する。
※委員会にて現地視察を実施

◎平成28年度下水道事業会計補正予算（第３号）
補正の要因は何か。また額はいくらか。
職員の給与改定によるもの。収益的収入を65万１
千円増額し23億1982万８千円に補正。収益的支出
を61万２千円を増額し19億8079万４千円に補正
する。次に資本的収入の補正は無く、資本的支出を
32万５千円増額し16億2648万４千円に補正する。

地域建設委員会 委員長　岩切幹嘉　副委員長　松尾德晴
委　員　與國　洋・野口明美・中原智昭・岩渕　穣

Q
A

Q
A

Q

Q
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A
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A
Q

主に議論となった内容

◎債権管理条例の制定
滞納となっている債権について日常における管理
の在り方を明確にするとともに、職員の意識の啓
発を図り、債権管理の適正化を図ることを目的と
し、その管理に係る事務の処理について必要な事
項を定めるために制定する。

債権の放棄まで規定する必要があるのか。
私債権の消滅には時効の援用が必要であり、債
権者が行方不明になった場合は債権が残ったま
まになる、適正な管理を行っても回収できない
場合のみ債権の放棄を行うことを条例で規定す
る。
債権の回収に当たっては、納税者の立場を考えた配
慮ある対応を、また債権管理の見える化を行い、所管
の連携を行うことで職員の意識啓発を図るよう求め
る。

◎平成28年度一般会計補正予算（第3号）
歳入歳出予算の総額を3億9,754万円増額し、327
億2,165万8千円に補正する。
ふるさと納税の寄附金が大幅に増額となった要因
は。
九州地方の特産品がふるさと納税のウェブサイト
内のランキングに常時掲載されており、関東在住
の方からの寄附が増加した。
ふるさと納税をより推進するために春日市を応援し
ていただけるようなネットワークを活用した施策を検
討するよう求める。
日本語指導の補助員が1名不足しているが、授業の
進行に支障はないのか。
不足している学校については、学習に支障が出な
いよう担任以外の先生がサポートしている。
就学援助の支給率は約65％だが、その周知方法は。
入学説明会、入学後、納税通知書発送前に説明を
行い、通年では市のホームページで紹介している。
放課後児童クラブ管理業務が減額になった理由は。
児童数は昨年度よりも伸びているが、当初予算編
成時の想定数までは至らなかった。

総務文教委員会 委員長　武末哲治　副委員長　内野明浩
委　員　竹下尚志・北田　織・川﨑英彦・髙橋裕子・白水勝己
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A
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A
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A
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Q
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主に議論となった内容

◎平成28年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）
一般高額療養費の増額などに伴い、歳入歳出予算
の総額を8466万４千円増額し、124億272万８千
円に補正する。
高額療養費が増額になっているが、どういった疾患
によるものか。傾向はあるのか。
高額療養費が増額になった疾患別の把握はでき
ていないが、一つには高額の薬剤の認可に伴い、１
件の治療費が上がっていることが影響していると
考える。
医療費が高額になる人工透析は増えているのか。
人工透析は以前から毎年増加傾向にある。

◎平成28年度介護保険事業特別会計補正予算（第３
号）
介護予防サービス、地域密着型介護予防サービスな
どの増に伴い、歳入歳出予算の総額を5270万６千
円増額し、63億7451万１千円に補正する。

春日市の独自性を持った配食サービスについて、進
捗状況や方向性はどう考えているのか。
配食サービスは食数掛ける単価での委託が難しく
なっている。食数掛ける単価に併せて一定の基本
額を設定した形での運営で最終的調整をしてい
る。
配食サービスの意義は見守りというところが大き
く、これからの地域包括ケアシステムの中の生活
支援体制整備の一環に位置付けられると考える。
介護予防ケアマネジメント事業費が増えた理由は何
か。
通所型サービスの利用件数が見込み以上に増え
たためである。
まごころ訪問サービスの利用は増えてきているのか。
利用はそれほど増えていないものの、今後多様な
主体によるサービスの実施が必要と考えている。

介護保険システム改修においては、必ず十分なテス
トをした上でシステムを稼働し、ミスが発生しないよ
うに求める。

市民厚生委員会 委員長　米丸貴浩　副委員長　近藤幸恵
委　員　前田俊雄・吉居恭子・西川文代・白水和博

Q

A

Q

A

Q
A

要望

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

議会を見ませんか議会を見ませんか

一般質問の質問項目は、市議会
ウェブサイトに掲載、公民館に設置
しています。

●ケーブルステーション福岡生中継
(一般質問)
●インターネット録画映像配信

検 索春日市議会　議会中継

会期日程　平成29年 ３月定例会

※日程は、都合により変更になる場合があります。

日 土月 火 水 木 金
2/26 3/1 32

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

427 28
本会議

（議案上程・説明）

予算審査特別委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会

議会運営委員会
常任委員会
議会報編集特別委員会

本会議
議会運営委員会
予算審査特別委員会

本会議
（補正予算採決）
予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会
（議案採決）

予算審査特別委員会 本会議
（一般質問）

常任委員会
（議案審査）

常任委員会
（議案審査）

常任委員会
（議案審査・
　補正予算採決）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案採決）

常任委員会
（議案採決）

祝日
（春分の日）

要望

要望

債権の種類

強制徴収債権 138,084万円

992万円

897万円

12.2万件

323件

282件

市税・国保税

生活保護費返還金

市営住宅・給食費

非強制徴収公債権

非強制徴収私債権

件数 債権例H27度末滞納額

A
Q

A
Q

A

Q

A
Q

主に議論となった内容

◎平成28年度下水道事業会計補正予算（第２号）
今回、補正予算を組む要因は何か。
４月および７月の職員の人事異動などによるもの
並びに小倉第３雨水幹線築造工事(３工区)に関する
交付金の追加交付によるもの。
具体的な金額はどうか。
収益的収入は81万３千円を増額し、総額23億1917
万７千円に補正。収益的支出は643万４千円を減額し
総額19億8018万２千円に補正する。次に資本的収入
は5690万円を増額し、総額を６億8179万４千円に
補正。資本的支出は5921万７千円を増額し、総額を
16億2615万９千円に補正するものである。
28年度前半の人事異動による補正がなぜ12月での
計上となったのか。
人事異動に伴う下水道事業会計の補正は、一般会計
の補正時期と合わせているため。
小倉第３雨水幹線築造工事の効果はどうか。
小倉方面から大和町方面への雨水流入を遮断し浸
水被害を軽減。また県道31号線付近の雨水を取り
込み、道路冠水被害を軽減する。

◎福岡市の区域内における春日市道の設置に関する
協議

協議の内容はどのようなものか。
須玖南七丁目62番地先から福岡市南区曰佐三丁目
123番17地先までの市道第259号路線に関し、福岡
市域の道路拡幅用地を本市の道路区域に編入する。
このような事例は他にもあるのか。またその目的は。
福岡市域分と大野城市域分を合わせ４件ある。隣接
自治体と道路管理をどちらが行うかを明確にする
ことが一番の目的である。

◎町の区域の設定
目的は何か。
開発中だった星見ヶ丘地区の現在の町名地番を星
見ヶ丘五、六丁目として整備する。なお今回の措置
で当該地区の町名地番整備事業は完了する。
※委員会にて現地視察を実施

◎平成28年度下水道事業会計補正予算（第３号）
補正の要因は何か。また額はいくらか。
職員の給与改定によるもの。収益的収入を65万１
千円増額し23億1982万８千円に補正。収益的支出
を61万２千円を増額し19億8079万４千円に補正
する。次に資本的収入の補正は無く、資本的支出を
32万５千円増額し16億2648万４千円に補正する。

地域建設委員会 委員長　岩切幹嘉　副委員長　松尾德晴
委　員　與國　洋・野口明美・中原智昭・岩渕　穣
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Q
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A
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一 般 質 問
　12月定例会の一般質問は、12日および13日に行われました。14人の議員が登壇し、市政全般について、
22項目にわたり質問を行いました。

質問項目一覧（通告順）

※全文は市議会ホームページの会議録に
　掲載しています。
※原稿は、質問者本人の執筆によるものです。

◆松尾德晴　議員
①基地交付金について
②文化センター駐車場壁面などの有
効利用について

③春日市の文化財として絵馬の再現と
保護について ◆野口明美　議員

①これからの介護予防と地域支援事
業について

②学校の施設整備について
◆米丸貴浩　議員
①市民の防災行動力の向上について ◆白水和博　議員

①西鉄春日原駅周辺整備事業について

◆髙橋裕子　議員
①税の徴収について
②子育て支援について
③広報広聴について

◆川﨑英彦　議員
①中学三年生の受験校の決定と、
進路指導の実態について

②公共施設の有効利用について

◆前田俊雄　議員
①内部統制体制の整備及び運用につ
いて

◆岩渕　穣　議員
①地域包括ケアシステムの構築に向け
た進捗状況と課題について

◆岩切幹嘉　議員
①生活困窮者自立支援制度の拡充に
ついて

◆内野明浩　議員
①地域包括ケアシステムの構築につ
いて

◆近藤幸恵　議員
①防災体制の充実について

◆西川文代　議員
①読書のまちづくり推進について

◆與國　洋　議員
①トイレの洋式化について

市
民
防
災
行
動
力
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向
上
に

地
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ダ
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を
活
用
し
て
は

よ
ね  

ま
る
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ろ
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員

平
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に
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る
、
市
民
の
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災
力
の
確

立
は
な
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れ
て
い
る
の
か
。
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災
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が
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で
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に
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が
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。
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は
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ど
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う
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、
ど
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で
災
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活
動
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知
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を
習
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す
れ
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か
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市
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内
閣
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、
地
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で
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図
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る
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図
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模
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被災地での避難所運営の
レクチャー
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な
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そ
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制
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必
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て
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る
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。

市
民
と
の
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な
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信
頼
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
事
務
の
適
正
な
執
行
を
確

保
す
る
体
制
の
整
備
は
重
要
な
こ
と
と
考

え
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
、
管
理
す
べ
き
リ
ス
ク
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

一
例
と
し
て
職
員
な
ど
の
不
祥
事
、
財
務

手
続
き
の
違
反
、
施
設
の
不
十
分
な
管
理
。

内
部
統
制
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

全
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、そ
の
た
め
に
何
か
行
っ
て

い
る
の
か
。

来
年
度
、
管
理
職
員
を
対
象
に
危
機
管
理

研
修
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
は
、
職
員

の
危
機
管
理
意
識
を
向
上
さ
せ
、
組
織
と

し
て
危
機
に
対
応
す
る
と
い
う
組
織
風
土

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
で
、
内
部
統
制
の

基
礎
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

31
次
答
申
に
は
、
内
部
統
制
体
制
を
整
備

及
び
運
用
す
る
権
限
と
責
任
は
長
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
市
長
の
決
意
は
。

市
政
は
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
の
上
に
成

り
た
っ
て
お
り
、
内
部
統
制
体
制
の
整
備

は
、
信
頼
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、

今
後
、
推
進
に
努
め
た
い
。

問問問

問 答答

答答

◆吉居恭子　議員
①西鉄春日原駅のホームドア設置につ
いて
②小中学校のトイレの改修について
③春日市民図書館の管理運営について

基
地
交
付
金
の
有
効
利
用
を
、

文
化
財
絵
馬
の
保
存
を

ま
つ    

お

　

  

　

  

と
く 

は
る

松
尾
　
德
晴
　
議
員

今
年
度
か
ら
新
規
に
基
地
交
付
金
が
つ
い

た
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
施
策
に
充
当
す

る
か
検
討
し
て
あ
る
か
。
私
は
子
ど
も
や

高
齢
者
の
た
め
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

交
付
金
は
政
令
の
定
め
で
一
般
財
源
と
さ

れ
、
予
算
上
は
特
定
の
施
策
に
充
当
で
き

な
い
。
し
か
し
、
新
た
に
確
保
で
き
た
財

源
で
あ
り
、
本
市
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
他
の
一
般
財
源

と
同
様
に
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
直
面
す

る
課
題
解
決
に
向
け
て
活
用
す
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
壁
面
の
有
効
利

用
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
横
の
水
路
を
地

下
排
水
溝
に
し
、
空
間
利
用
を
し
て
は
。

駐
車
場
壁
面
の
有
効
利
用
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
あ
り
、
ど
ん
な
対
応
が
で
き
る

か
今
後
研
究
し
た
い
。
水
路
の
地
下
排
水

溝
は
将
来
老
朽
化
対
策
が
必
要
に
な
っ
た

際
、
上
部
の
利
用
の
必
要
性
が
生
じ
た
場

合
に
費
用
対
効
果
な
ど
を
研
究
す
る
。

文
化
財
と
し
て
絵
馬
の
把
握
と
価
値
に
つ

い
て
調
査
し
た
か
。
ま
た
、
経
年
で
古
く

な
っ
た
絵
馬
を
現
在
の
技
術
で
再
現
で
き

る
の
か
。

平
成
７
年
度
に
民
俗
文
化
財
報
告
書
で
２

０
３
枚
の
存
在
と
最
古
の
も
の
は
江
戸
時

代
中
期
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

保
存
状
態
次
第
で
は
、
専
門
家
に
判
断
を

仰
ぐ
必
要
が
あ
る
。

絵
馬
の
奉
納
の
経
緯
が
地
域
発
展
の
歴
史

と
結
び
つ
い
た
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
地

域
を
代
表
す
る
文
化
財
で
あ
る
。現
在
の

修
復
技
術
で
従
来
の
状
態
を
再
現
し
て
も

ら
い
た
い
。

市
内
の
絵
馬
の
現
状
調
査
を
行
う
。
特
に

貴
重
な
も
の
は
、
保
存
・
継
承
の
検
討
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問問問 答答

問 答答

小倉住吉神社の絵馬

市
内
の
絵
馬
で
貴
重
な
も
の
の
保
存
を
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一般質問一般質問



一 般 質 問
　12月定例会の一般質問は、12日および13日に行われました。14人の議員が登壇し、市政全般について、
22項目にわたり質問を行いました。

質問項目一覧（通告順）

※全文は市議会ホームページの会議録に
　掲載しています。
※原稿は、質問者本人の執筆によるものです。

◆松尾德晴　議員
①基地交付金について
②文化センター駐車場壁面などの有
効利用について

③春日市の文化財として絵馬の再現と
保護について ◆野口明美　議員

①これからの介護予防と地域支援事
業について

②学校の施設整備について
◆米丸貴浩　議員
①市民の防災行動力の向上について ◆白水和博　議員

①西鉄春日原駅周辺整備事業について

◆髙橋裕子　議員
①税の徴収について
②子育て支援について
③広報広聴について

◆川﨑英彦　議員
①中学三年生の受験校の決定と、
進路指導の実態について

②公共施設の有効利用について

◆前田俊雄　議員
①内部統制体制の整備及び運用につ
いて

◆岩渕　穣　議員
①地域包括ケアシステムの構築に向け
た進捗状況と課題について

◆岩切幹嘉　議員
①生活困窮者自立支援制度の拡充に
ついて

◆内野明浩　議員
①地域包括ケアシステムの構築につ
いて

◆近藤幸恵　議員
①防災体制の充実について

◆西川文代　議員
①読書のまちづくり推進について

◆與國　洋　議員
①トイレの洋式化について

市
民
防
災
行
動
力
の
向
上
に

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
て
は

よ
ね  

ま
る

　

  

　

 

た
か  

ひ
ろ

米
丸
　
貴
浩
　
議
員

平
常
時
に
お
け
る
、
市
民
の
防
災
力
の
確

立
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

防
災
力
は
向
上
し
て
い
る
が
、
防
災
訓
練

や
市
報
な
ど
で
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を

行
い
、
常
に
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

で
は
市
民
は
ど
の
よ
う
に
、
ど
こ
で
災
害

活
動
の
知
識
を
習
得
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

市
の
総
合
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
の

訓
練
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
、

知
識
の
習
得
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

内
閣
府
防
災
担
当
は
、
地
域
で
防
災
活
動

を
実
践
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

市
は
国
に
準
じ
て
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
、
認
定
、
活
用
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
が
、
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
に
県

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
自
治
会
を
中
心

に
市
民
の
防
災
力
の
底
上
げ
を
図
り
た
い
。

県
研
修
会
は
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
向

け
で
一
般
市
民
が
対
象
で
は
な
い
。自
主

防
災
組
織
と
並
行
し
て
、市
が
市
民
向
け

の
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
活
用
を
し
て
は

ど
う
か
と
提
案
す
る
。

議
員
か
ら
の
新
し
い
提
案
は
慎
重
に
判
断

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
提
案
の
内
容

も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

宮
城
県
仙
台
市
は
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
制

度
を
設
立
。
対
象
は
各
連
合
町
内
会
の
推

薦
者
や
一
般
公
募
の
市
民
で
、
避
難
所
運

営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
救
護
方
法
な
ど
の
講
習
を

医
師
な
ど
各
分
野
の
プ
ロ
か
ら
受
け
る
。

制
度
の
活
用
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

次
に
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
活
用
に
関
す

る
市
全
体
規
模
の
説
明
会
を
開
催
し
て
は
。

提
案
を
参
考
に
改
訂
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
内
容
や
見
方
、
活
用
に
努
め
た
い
。

問問問問 答答答

問 答答

被災地での避難所運営の
レクチャー

市
民
か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
る

市
政
運
営
の
た
め
に

ま
え   

だ

　

  

　

   

と
し   

お

前
田
　
俊
雄
　
議
員

内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
、
第

31
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
の
中
で
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
内
部
統
制
の
制

度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

て
い
る
。
「
内
部
統
制
」
と
は
、
各
種
研

究
会
報
告
書
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
定
義

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
端
的
に
言
っ
て
、

組
織
に
お
い
て
不
適
切
な
事
務
処
理
な
ど

に
起
因
す
る
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
取
り

組
み
と
捉
え
て
い
る
。
本
市
行
政
が
市
民

か
ら
信
頼
を
さ
れ
る
に
は
、
不
祥
事
は
絶

対
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
内
部
統
制
体
制
の
整
備
及
び
運
用
が

必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
民
と
の
さ
ら
な
る
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
事
務
の
適
正
な
執
行
を
確

保
す
る
体
制
の
整
備
は
重
要
な
こ
と
と
考

え
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
、
管
理
す
べ
き
リ
ス
ク
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

一
例
と
し
て
職
員
な
ど
の
不
祥
事
、
財
務

手
続
き
の
違
反
、
施
設
の
不
十
分
な
管
理
。

内
部
統
制
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

全
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、そ
の
た
め
に
何
か
行
っ
て

い
る
の
か
。

来
年
度
、
管
理
職
員
を
対
象
に
危
機
管
理

研
修
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
は
、
職
員

の
危
機
管
理
意
識
を
向
上
さ
せ
、
組
織
と

し
て
危
機
に
対
応
す
る
と
い
う
組
織
風
土

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
で
、
内
部
統
制
の

基
礎
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

31
次
答
申
に
は
、
内
部
統
制
体
制
を
整
備

及
び
運
用
す
る
権
限
と
責
任
は
長
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
市
長
の
決
意
は
。

市
政
は
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
の
上
に
成

り
た
っ
て
お
り
、
内
部
統
制
体
制
の
整
備

は
、
信
頼
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、

今
後
、
推
進
に
努
め
た
い
。

問問問

問 答答

答答

◆吉居恭子　議員
①西鉄春日原駅のホームドア設置につ
いて
②小中学校のトイレの改修について
③春日市民図書館の管理運営について

基
地
交
付
金
の
有
効
利
用
を
、

文
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財
絵
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の
保
存
を
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と
く 

は
る

松
尾
　
德
晴
　
議
員

今
年
度
か
ら
新
規
に
基
地
交
付
金
が
つ
い

た
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
施
策
に
充
当
す

る
か
検
討
し
て
あ
る
か
。
私
は
子
ど
も
や

高
齢
者
の
た
め
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

交
付
金
は
政
令
の
定
め
で
一
般
財
源
と
さ

れ
、
予
算
上
は
特
定
の
施
策
に
充
当
で
き

な
い
。
し
か
し
、
新
た
に
確
保
で
き
た
財

源
で
あ
り
、
本
市
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
他
の
一
般
財
源

と
同
様
に
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
直
面
す

る
課
題
解
決
に
向
け
て
活
用
す
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
壁
面
の
有
効
利

用
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
横
の
水
路
を
地

下
排
水
溝
に
し
、
空
間
利
用
を
し
て
は
。

駐
車
場
壁
面
の
有
効
利
用
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
あ
り
、
ど
ん
な
対
応
が
で
き
る

か
今
後
研
究
し
た
い
。
水
路
の
地
下
排
水

溝
は
将
来
老
朽
化
対
策
が
必
要
に
な
っ
た

際
、
上
部
の
利
用
の
必
要
性
が
生
じ
た
場

合
に
費
用
対
効
果
な
ど
を
研
究
す
る
。

文
化
財
と
し
て
絵
馬
の
把
握
と
価
値
に
つ

い
て
調
査
し
た
か
。
ま
た
、
経
年
で
古
く

な
っ
た
絵
馬
を
現
在
の
技
術
で
再
現
で
き

る
の
か
。

平
成
７
年
度
に
民
俗
文
化
財
報
告
書
で
２

０
３
枚
の
存
在
と
最
古
の
も
の
は
江
戸
時

代
中
期
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

保
存
状
態
次
第
で
は
、
専
門
家
に
判
断
を

仰
ぐ
必
要
が
あ
る
。

絵
馬
の
奉
納
の
経
緯
が
地
域
発
展
の
歴
史

と
結
び
つ
い
た
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
地

域
を
代
表
す
る
文
化
財
で
あ
る
。現
在
の

修
復
技
術
で
従
来
の
状
態
を
再
現
し
て
も

ら
い
た
い
。

市
内
の
絵
馬
の
現
状
調
査
を
行
う
。
特
に

貴
重
な
も
の
は
、
保
存
・
継
承
の
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討
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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こちら
▼

各議員の記事の左下にあるQRコードを
スマートフォンやタブレットで読み取ると
一般質問の録画映像が見られます。

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼
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一般質問一般質問



 

 

納
税
の
利
便
性
向
上
や
市
政
情
報
と

子
育
て
支
援
の
充
実
を
問
う

た
か  

は
し          

ゆ
う  

こ

髙
橋
　
裕
子
　
議
員

申
請
型
の
換
価
の
猶
予
は
納
税
者
の
申
請

権
が
認
め
ら
れ
た
。
機
会
あ
る
ご
と
に
告

知
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
制
度
の
概
要
や
申
請
手

続
を
掲
載
。
納
税
相
談
時
に
制
度
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
説
明
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
周
知
を
図
り
制
度
の
適

正
な
運
用
に
向
け
て
職
員
研
修
を
定
期
的

に
実
施
し
、
納
税
者
の
負
担
軽
減
と
早
期

納
税
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

銀
行
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
簡
便
な
納
税
や

市
税
口
座
振
替
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受

付
す
る
な
ど
、
納
税
の
利
便
性
向
上
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

新
た
な
納
付
方
法
の
導
入
に
つ
い
て
は
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
段
階
を
踏
み
な
が
ら

効
果
的
な
方
策
を
検
討
す
る
。

切
れ
目
の
な
い
産
後
の
育
児
支
援
の
た
め

の
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
再
度
尋
ね
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
は
広
域
で
の
対
応
を
視
野

に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
産
後
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
に
つ
い
て
も
実
施
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

市
報
の
記
事
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

か
ざ
す
と
写
真
が
動
い
て
動
画
で
内
容
が

紹
介
さ
れ
る
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
機
能
を

導
入
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

幅
広
い
世
代
に
市
報
を
読
ん
で
も
ら
う
た

め
の
大
変
有
力
な
手
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

課
題
も
あ
り
必
要
な
研
究
を
進
め
て
い
く
。

六
中
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
で
の
出
前
ト
ー
ク

の
開
催
効
果
に
つ
い
て
は
。

郷
土
意
識
と
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
の
意
識
を
育
む
効
果
が
あ
る
。

問問問

問問 答答

答答答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て

う
ち

　の          

あ
き  

ひ
ろ

内
野
　
明
浩
　
議
員

医
療
と
介
護
の
連
携
・
生
活
の
支
援
と
介

護
予
防
の
方
向
性
と
具
体
的
な
施
策
は
。

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
定
額
利
用
で
き
る

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
看
護
機
能

を
加
え
た
「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
。

本
年
度
に
は
、
筑
紫
医
師
会
お
よ
び
関
連

機
関
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催
。
ま
た
、

「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
を
開
始
す
る
中
で
、
本
年
度
か

ら
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
「
地
域
支
援

事
業
」
に
移
行
し
て
い
る
。
平
成
29
年
度

か
ら
は
、
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。
生
活
支
援
で
は
、

本
年
度
よ
り
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
体
制
作
り
を
進
め
て
い
く
。

来
年
度
以
降
か
ら
導
入
さ
れ
る
基
準
緩
和

型
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
の
展
開
は
。

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
入
浴
な
ど
の

身
体
介
助
の
必
要
性
の
低
い
高
齢
者
に
対

す
る
「
生
活
支
援
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

を
開
始
す
る
予
定
。
さ
ら
に
、
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
順
次
整
備
し
て
い
く
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組

み
と
今
後
の
展
開
は
。

来
年
度
に
向
け
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
が
活
用
で
き
る
「
資
源
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
と
各
自
治
会
の
高
齢
者
福
祉
活
動
を

ま
と
め
た
「
情
報
共
有
冊
子
」
を
作
成
す

る
。

施
設
の
老
朽
化
対
策
・
立
地
問
題
な
ど
介

護
予
防
施
設
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

将
来
人
口
の
推
移
も
見
据
え
、費
用
対
効

果
、適
切
な
敷
地
の
確
保
の
可
能
性
、交
通

利
便
性
な
ど
も
含
め
て
長
期
的
・
多
面
的

な
視
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。「
ナ

ギ
の
木
苑
」・「
い
き
い
き
ル
ー
ム
」の
方
向

性
は
、現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
作
業
の
中
で
検
討
す
る
。

問問問 答答

問 答答

「春日市の介護保険と
高齢者サービスまごころ」など

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
進
捗
状
況
と
課
題い

わ 

ぶ
ち 

ゆ
た
か

岩
渕
　
　
穣
　
議
員

２
０
２
５
年
問
題
に
向
け
て
構
築
が
急
が

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
進

行
中
に
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
対

応
で
き
る
「
仕
組
み
」
づ
く
り
が
重
要
と

さ
れ
て
い
る
。
先
進
地
で
の
事
例
集
積
に

よ
れ
ば
「
仕
組
み
」
に
は
５
つ
の
要
素
が

あ
る
。
①
情
報
発
信
と
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
②
地
域
の
目
指
す
姿
の
合
意

形
成
③
質
の
高
い
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
実
践

の
基
盤
整
備
④
不
足
す
る
支
援
・
サ
ー
ビ

ス
の
把
握
と
解
決
の
場
づ
く
り
⑤
多
様
な

担
い
手
の
育
成
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
。
現

状
と
課
題
を
要
素
ご
と
に
お
尋
ね
す
る
。

①
出
前
ト
ー
ク
、
地
域
支
え
合
い
会
議
、

自
治
会
役
員
研
修
会
で
情
報
共
有
を
実
施

②
は
①
の
取
り
組
み
で
お
の
ず
と
形
成
③

24
時
間
３
６
５
日
対
応
の
訪
問
介
護
・
看

護
サ
ー
ビ
ス
を
26
年
度
に
開
始
。
普
及
定

着
に
努
め
る
④
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
多
様
な
主
体
と
サ
ー
ビ
ス

資
源
の
把
握
を
進
め
て
い
る
⑤
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
で
地
域
支
え
合
い
活
動
の

担
い
手
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
事
業
者
と
医
療
機
関
の
連
携
は
。

筑
紫
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
の
医
療
連
携

ス
タ
ッ
フ
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
職
員
の
情
報
交
換
会
を
実
施
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
数
と

今
後
の
配
置
プ
ラ
ン
は
ど
う
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
１
名
。
地

域
支
え
合
い
活
動
に
関
わ
る
社
協
職
員
と

の
連
携
に
よ
り
効
果
的
な
事
業
展
開
実
施
。

自
治
会
へ
の
担
い
手
確
保
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

自
治
会
役
員
研
修
会
に
関
係
市
職
員
が
参

加
し
情
報
提
供
と
意
見
交
換
を
実
施
中
。

ひ
と
づ
く
り
市
民
大
学
の
創
設
を
提
案

問問

問問 答答答

答

し
ろ  

う
ず        

か
ず  

ひ
ろ

白
水
　
和
博
　
議
員

西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

春
日
市
の
玄
関
口
、
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺

の
開
発
は
、
本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
で

あ
る
。
現
在
、
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業

は
、
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差

事
業
と
併
せ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
駅
周
辺
整
備
事
業
に
対
し
、
西
鉄
と

の
協
議
、
ま
た
、
本
市
の
構
想
も
し
く
は

具
体
案
は
あ
る
の
か
。

連
続
立
体
交
差
事
業
と
春
日
原
駅
周
辺
整

備
事
業
は
、
都
市
計
画
道
路
春
日
原
駅
前

線
、
駅
前
広
場
、
側
道
の
整
備
を
行
い
、

鉄
道
乗
り
換
え
の
利
便
性
の
向
上
と
歩
行

者
な
ど
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
も
の
で
、

福
岡
県
、
西
日
本
鉄
道
、
福
岡
県
警
察
本

部
な
ど
関
係
機
関
と
の
調
整
が
不
可
欠
で

あ
り
、
協
議
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

計
画
案
が
出
来
上
が
れ
ば
、
駅
東
西
の
情

報
発
信
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
示
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
計
画
の
公
表
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
に
民
間
の
資
金

と
経
営
能
力
、
技
術
力
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
を
利
用
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

箱
に
て
要
望
の
あ
る
施
設
な
ど
を
集
約
で

き
る
駅
に
併
設
し
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
建
設
の
検
討
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

駅
周
辺
の
再
開
発
も
視
野
に
入
れ
た
計
画

も
あ
っ
た
が
、
関
係
地
権
者
か
ら
の
同
意

を
得
ら
れ
ず
計
画
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ

り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
つ
い
て
は

残
念
な
が
ら
建
設
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

春
日
原
駅
は
、
２
階
が
改
札
、
３
階
が

ホ
ー
ム
と
い
う
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

１
・
２
階
に
は
商
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
確

保
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
民
の
意
見

を
伺
う
こ
と
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

地
元
の
皆
様
が
望
ま
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空

間
形
成
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問問 答

答

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

市
政
情
報
の
広
報
や
広
聴
に
つ
い
て

協
働
の
担
い
手
の
裾
野
を
広
げ
る
為
に

地域包括ケアシステム

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼
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一般質問一般質問



 

 

納
税
の
利
便
性
向
上
や
市
政
情
報
と

子
育
て
支
援
の
充
実
を
問
う

た
か  

は
し          

ゆ
う  

こ

髙
橋
　
裕
子
　
議
員

申
請
型
の
換
価
の
猶
予
は
納
税
者
の
申
請

権
が
認
め
ら
れ
た
。
機
会
あ
る
ご
と
に
告

知
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
制
度
の
概
要
や
申
請
手

続
を
掲
載
。
納
税
相
談
時
に
制
度
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
説
明
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
周
知
を
図
り
制
度
の
適

正
な
運
用
に
向
け
て
職
員
研
修
を
定
期
的

に
実
施
し
、
納
税
者
の
負
担
軽
減
と
早
期

納
税
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

銀
行
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
簡
便
な
納
税
や

市
税
口
座
振
替
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受

付
す
る
な
ど
、
納
税
の
利
便
性
向
上
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

新
た
な
納
付
方
法
の
導
入
に
つ
い
て
は
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
段
階
を
踏
み
な
が
ら

効
果
的
な
方
策
を
検
討
す
る
。

切
れ
目
の
な
い
産
後
の
育
児
支
援
の
た
め

の
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
再
度
尋
ね
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
は
広
域
で
の
対
応
を
視
野

に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
産
後
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
に
つ
い
て
も
実
施
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

市
報
の
記
事
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

か
ざ
す
と
写
真
が
動
い
て
動
画
で
内
容
が

紹
介
さ
れ
る
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
機
能
を

導
入
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

幅
広
い
世
代
に
市
報
を
読
ん
で
も
ら
う
た

め
の
大
変
有
力
な
手
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

課
題
も
あ
り
必
要
な
研
究
を
進
め
て
い
く
。

六
中
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
で
の
出
前
ト
ー
ク

の
開
催
効
果
に
つ
い
て
は
。

郷
土
意
識
と
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
の
意
識
を
育
む
効
果
が
あ
る
。

問問問

問問 答答

答答答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て

う
ち

　の          

あ
き  

ひ
ろ

内
野
　
明
浩
　
議
員

医
療
と
介
護
の
連
携
・
生
活
の
支
援
と
介

護
予
防
の
方
向
性
と
具
体
的
な
施
策
は
。

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
定
額
利
用
で
き
る

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
看
護
機
能

を
加
え
た
「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
。

本
年
度
に
は
、
筑
紫
医
師
会
お
よ
び
関
連

機
関
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催
。
ま
た
、

「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
を
開
始
す
る
中
で
、
本
年
度
か

ら
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
「
地
域
支
援

事
業
」
に
移
行
し
て
い
る
。
平
成
29
年
度

か
ら
は
、
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。
生
活
支
援
で
は
、

本
年
度
よ
り
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
体
制
作
り
を
進
め
て
い
く
。

来
年
度
以
降
か
ら
導
入
さ
れ
る
基
準
緩
和

型
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
の
展
開
は
。

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
入
浴
な
ど
の

身
体
介
助
の
必
要
性
の
低
い
高
齢
者
に
対

す
る
「
生
活
支
援
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

を
開
始
す
る
予
定
。
さ
ら
に
、
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
順
次
整
備
し
て
い
く
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組

み
と
今
後
の
展
開
は
。

来
年
度
に
向
け
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
が
活
用
で
き
る
「
資
源
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
と
各
自
治
会
の
高
齢
者
福
祉
活
動
を

ま
と
め
た
「
情
報
共
有
冊
子
」
を
作
成
す

る
。

施
設
の
老
朽
化
対
策
・
立
地
問
題
な
ど
介

護
予
防
施
設
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

将
来
人
口
の
推
移
も
見
据
え
、費
用
対
効

果
、適
切
な
敷
地
の
確
保
の
可
能
性
、交
通

利
便
性
な
ど
も
含
め
て
長
期
的
・
多
面
的

な
視
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。「
ナ

ギ
の
木
苑
」・「
い
き
い
き
ル
ー
ム
」の
方
向

性
は
、現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
作
業
の
中
で
検
討
す
る
。

問問問 答答

問 答答

「春日市の介護保険と
高齢者サービスまごころ」など

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
進
捗
状
況
と
課
題い

わ 

ぶ
ち 

ゆ
た
か

岩
渕
　
　
穣
　
議
員

２
０
２
５
年
問
題
に
向
け
て
構
築
が
急
が

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
進

行
中
に
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
対

応
で
き
る
「
仕
組
み
」
づ
く
り
が
重
要
と

さ
れ
て
い
る
。
先
進
地
で
の
事
例
集
積
に

よ
れ
ば
「
仕
組
み
」
に
は
５
つ
の
要
素
が

あ
る
。
①
情
報
発
信
と
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
②
地
域
の
目
指
す
姿
の
合
意

形
成
③
質
の
高
い
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
実
践

の
基
盤
整
備
④
不
足
す
る
支
援
・
サ
ー
ビ

ス
の
把
握
と
解
決
の
場
づ
く
り
⑤
多
様
な

担
い
手
の
育
成
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
。
現

状
と
課
題
を
要
素
ご
と
に
お
尋
ね
す
る
。

①
出
前
ト
ー
ク
、
地
域
支
え
合
い
会
議
、

自
治
会
役
員
研
修
会
で
情
報
共
有
を
実
施

②
は
①
の
取
り
組
み
で
お
の
ず
と
形
成
③

24
時
間
３
６
５
日
対
応
の
訪
問
介
護
・
看

護
サ
ー
ビ
ス
を
26
年
度
に
開
始
。
普
及
定

着
に
努
め
る
④
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
多
様
な
主
体
と
サ
ー
ビ
ス

資
源
の
把
握
を
進
め
て
い
る
⑤
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
で
地
域
支
え
合
い
活
動
の

担
い
手
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
事
業
者
と
医
療
機
関
の
連
携
は
。

筑
紫
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
の
医
療
連
携

ス
タ
ッ
フ
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
職
員
の
情
報
交
換
会
を
実
施
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
数
と

今
後
の
配
置
プ
ラ
ン
は
ど
う
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
１
名
。
地

域
支
え
合
い
活
動
に
関
わ
る
社
協
職
員
と

の
連
携
に
よ
り
効
果
的
な
事
業
展
開
実
施
。

自
治
会
へ
の
担
い
手
確
保
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

自
治
会
役
員
研
修
会
に
関
係
市
職
員
が
参

加
し
情
報
提
供
と
意
見
交
換
を
実
施
中
。

ひ
と
づ
く
り
市
民
大
学
の
創
設
を
提
案

問問

問問 答答答

答

し
ろ  

う
ず        

か
ず  

ひ
ろ

白
水
　
和
博
　
議
員

西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

春
日
市
の
玄
関
口
、
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺

の
開
発
は
、
本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
で

あ
る
。
現
在
、
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業

は
、
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差

事
業
と
併
せ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
駅
周
辺
整
備
事
業
に
対
し
、
西
鉄
と

の
協
議
、
ま
た
、
本
市
の
構
想
も
し
く
は

具
体
案
は
あ
る
の
か
。

連
続
立
体
交
差
事
業
と
春
日
原
駅
周
辺
整

備
事
業
は
、
都
市
計
画
道
路
春
日
原
駅
前

線
、
駅
前
広
場
、
側
道
の
整
備
を
行
い
、

鉄
道
乗
り
換
え
の
利
便
性
の
向
上
と
歩
行

者
な
ど
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
も
の
で
、

福
岡
県
、
西
日
本
鉄
道
、
福
岡
県
警
察
本

部
な
ど
関
係
機
関
と
の
調
整
が
不
可
欠
で

あ
り
、
協
議
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

計
画
案
が
出
来
上
が
れ
ば
、
駅
東
西
の
情

報
発
信
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
示
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
計
画
の
公
表
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
に
民
間
の
資
金

と
経
営
能
力
、
技
術
力
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
を
利
用
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

箱
に
て
要
望
の
あ
る
施
設
な
ど
を
集
約
で

き
る
駅
に
併
設
し
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
建
設
の
検
討
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

駅
周
辺
の
再
開
発
も
視
野
に
入
れ
た
計
画

も
あ
っ
た
が
、
関
係
地
権
者
か
ら
の
同
意

を
得
ら
れ
ず
計
画
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ

り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
つ
い
て
は

残
念
な
が
ら
建
設
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

春
日
原
駅
は
、
２
階
が
改
札
、
３
階
が

ホ
ー
ム
と
い
う
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

１
・
２
階
に
は
商
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
確

保
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
民
の
意
見

を
伺
う
こ
と
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

地
元
の
皆
様
が
望
ま
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空

間
形
成
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問問 答

答

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

市
政
情
報
の
広
報
や
広
聴
に
つ
い
て

協
働
の
担
い
手
の
裾
野
を
広
げ
る
為
に

地域包括ケアシステム

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼
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一般質問一般質問



 

 

公
共
施
設
に
お
け
る

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
はよ

　

 

く
に

　

      

よ
う

與
國
　
洋
　
議
員

公
民
館
、
公
園
お
よ
び
学
校
の
和
式
ト
イ

レ
の
洋
式
化
へ
の
改
修
の
考
え
は
。

普
及
率
が
高
い
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
は

必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
公
民
館
は
、

現
在
進
め
て
い
る
大
規
模
改
修
工
事
に
お

い
て
、
ま
た
公
園
は
、
自
治
会
の
要
望
な

ど
に
よ
り
洋
式
化
を
行
っ
て
い
る
。

天
神
山
小
学
校
は
来
年
度
の
大
規
模
改
修

工
事
に
お
い
て
ト
イ
レ
の
洋
式
化
も
行
う

が
、
他
の
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
大
規
模
改
修
工
事
の
中
で
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。
ま

た
洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
は
、
全
国
平
均
が

43
％
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は

同
程
度
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

公
園
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
計
画
は
。

具
体
的
な
改
修
計
画
は
な
い
が
、
今
後
自

治
会
の
要
望
や
老
朽
化
に
よ
る
改
修
時
な

ど
に
洋
式
化
を
進
め
て
い
く
。

文
科
省
は
、
今
年
11
月
に
、
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
に
お
い
て
ト
イ
レ
改
修
補

助
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の

発
表
は
、
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
推
進

の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

近
年
、
全
国
的
に
要
望
が
増
加
し
て
お
り
、

獲
得
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
考
え
て
い

る
が
、
議
員
が
紹
介
い
た
だ
い
た
、
こ
の

交
付
金
の
活
用
な
ど
、
詳
細
に
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
財
源
の

確
保
に
努
め
、
大
規
模
改
修
と
は
別
に
洋

式
化
を
進
め
て
い
く
。

問答問問 答答

図
書
館
運
営
と
読
書
の

ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
問
う

に
し 

か
わ

　

  

　

 

ふ
み   

よ

西
川
　
文
代
　
議
員

市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を

進
め
て
い
る
具
体
的
な
根
拠
は
。

民
間
な
ら
で
は
の
創
造
的
で
特
色
あ
る
事

業
の
展
開
、
知
識
・
経
験
と
も
に
豊
富
な

人
材
の
確
保
、
開
館
時
間
へ
の
柔
軟
な
対

応
な
ど
を
期
待
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

創
造
的
で
特
色
あ
る
事
業
の
展
開
と
し
て
、

春
日
市
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
も
の
は
。

千
葉
県
八
千
代
市
の
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ

ス
や
、
大
分
県
豊
後
高
田
市
の
お
父
さ
ん

の
た
め
の
「
イ
ク
メ
ン
室
」
な
ど
が
あ
る
。

知
識
・
経
験
と
も
に
豊
富
な
人
材
の
確
保

の
具
体
的
な
方
策
は
。

業
務
仕
様
書
に
業
務
従
事
者
の
要
件
を
示

す
。
司
書
資
格
が
全
体
に
占
め
る
割
合
の

指
定
、
公
共
図
書
館
で
の
勤
務
経
験
年
数

を
具
体
的
に
設
定
す
る
。

具
体
的
に
設
定
す
る
内
容
は
。

現
在
の
業
務
委
託
で
は
司
書
資
格
の
割
合

は
60
％
以
上
、
統
括
責
任
者
は
経
験
者
を

任
用
と
し
て
い
る
が
、
現
状
以
上
の
司
書

割
合
と
勤
務
経
験
年
数
な
ど
を
設
定
す
る
。

開
館
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

業
者
選
定
の
条
件
に
入
れ
る
予
定
は
。

仕
様
書
な
ど
で
の
提
案
は
求
め
な
い
が
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
の

範
囲
内
で
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
無
理
の
な
い
運
営

が
可
能
と
判
断
す
る
場
合
は
考
え
て
い
る
。

第
二
次
春
日
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
に
基
づ
く
具
体
的
な
方
策
は
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
も
、
教
育
委
員

会
主
導
で
正
規
職
員
が
推
進
連
絡
会
を
運

営
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
関
係
者
を

委
員
と
し
計
画
を
進
捗
管
理
す
る
予
定
。

将
来
に
向
け
て
の
職
員
の
育
成
は
。

市
司
書
職
員
は
今
後
の
政
策
に
関
わ
る
役

割
を
担
う
。
人
材
育
成
、
政
策
形
成
能
力

向
上
の
た
め
の
研
修
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

問問問問問 答答答答答

問問 答答
 

自
主
防
災
組
織
育
成
と

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
は
命
と
財
産
を
守
る

こ
ん  

ど
う         

さ
ち  

え

近
藤
　
幸
恵
　
議
員

自
主
防
災
組
織
は
災
害
被
害
の
予
防
と
軽

減
の
た
め
の
要
で
あ
る
。
育
成
と
構
築
が

重
要
と
考
え
る
が
、
育
成
目
標
は
。

防
災
活
動
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
な

協
力
体
制
の
確
立
や
、
住
民
な
ど
の
自
主

防
災
意
識
の
向
上
な
ど
で
あ
る
。

目
標
を
達
成
す
る
に
は
育
成
、
構
築
に
は

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
だ
が
考
え
は
。

育
成
は
、
防
災
対
策
指
導
員
が
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
支
援
を
。
ま
た
、
県
実
施
の

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
構
築
は
、
各
自
主
防
災

組
織
の
実
情
に
応
じ
た
訓
練
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
る
。

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
無
い
と
認
識
し
た
。

35
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
意
識
向
上
と

防
災
体
制
の
確
立
の
考
え
と
手
法
は
。

中
学
校
ご
と
の
合
同
防
災
訓
練
で
の
交
流
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
実
情
に
応
じ
た

手
法
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

春
日
市
地
域
防
災
計
画
に
は
「
特
に
女
性

の
参
画
の
促
進
に
努
め
る
」
と
あ
る
が
。

多
様
な
世
代
が
参
加
で
き
る
訓
練
な
ど
の

提
案
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自

治
会
に
は
役
員
な
ど
の
選
任
に
お
い
て
積

極
的
な
女
性
の
登
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
自
主
防
災
組

織
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
独
自
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
必
要
と
考
え
る
が
。

福
岡
県
が
実
施
し
て
い
る
研
修
で
育
成
し
、

自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
市
民
の
防
災
意

識
の
底
上
げ
を
行
う
。

防
災
に
は
「
正
し
く
恐
れ
る
」
と
い
う
意

識
が
必
要
。
木
造
戸
建
て
住
宅
耐
震
改
修

補
助
事
業
の
継
続
が
必
要
と
考
え
る
が
。

28
年
度
に
お
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
と
申

請
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
本
事
業
の
継

続
の
必
要
性
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

継
続
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問問問問 答答答答

問問 答答

市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
は
や
め
、春
日
市
直
営
で

よ
し   

い

　

  

　

   

き
ょ
う   

こ

吉
居
　
恭
子
　
議
員

市
民
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
理
由
は
何
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安
定
的
な
図
書

館
運
営
の
た
め
で
あ
り
、
経
費
削
減
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

①
制
度
導
入
に
つ
い
て
市
民
へ
の
説
明
は
。

②
図
書
館
運
営
上
の
課
題
と
制
度
導
入
で

改
善
し
よ
う
と
す
る
点
と
は
。
③
制
度
導

入
の
デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
策
は
。

①
公
聴
会
な
ど
の
計
画
は
な
い
。
図
書
館

協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
説
明
し

業
務
仕
様
書
作
り
の
際
も
意
見
を
聞
く
。

②
図
書
館
職
員
の
任
用
形
態
が
違
い
非
効

率
だ
が
制
度
導
入
後
は
勤
務
形
態
な
ど
が

統
一
さ
れ
る
。
③
「
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
継
続
的
・
安
定
的
な
運
営
、
行
政
と
の

意
思
疎
通
や
連
携
・
協
議
が
困
難
」
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
業
務
仕
様

書
に
明
確
に
示
す
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
低
下

を
防
ぐ
。
図
書
館
の
運
営
方
針
、
指
定
管

理
者
の
監
督
・
評
価
、
業
務
仕
様
書
の
見

直
し
、
各
種
協
議
会
な
ど
に
関
す
る
業
務

な
ど
読
書
行
政
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
は
、

市
が
直
接
行
う
。
市
民
参
加
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
の
協
議
に
つ
い
て
も
、
業

務
仕
様
書
の
中
に
明
確
に
提
示
す
る
。

職
員
配
置
は
、
運
営
主
体
で
あ
る
市
の
責

任
で
改
善
す
べ
き
こ
と
。
制
度
導
入
の
デ

メ
リ
ッ
ト
回
避
の
た
め
に
、
仕
様
書
作
り

や
運
営
状
況
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
事
務
作
業

は
膨
大
と
な
り
図
書
館
運
営
に
関
す
る
実

質
コ
ス
ト
は
増
加
す
る
の
で
は
。
11
月
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
総
務
大
臣
が

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
図
書
館
管
理
業

務
を
適
用
し
な
い
と
軌
道
修
正
し
た
。
市

長
の
思
い
は
い
か
が
か
。

指
定
管
理
者
の
創
意
工
夫
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

問

問 答答

答

 

春日市民図書館

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

かすが市議会だより 平成29年（2017年）2月15日 10平成29年（2017年）2月15日 かすが市議会だより11

一般質問一般質問



 

 

公
共
施
設
に
お
け
る

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
はよ

　

 

く
に

　

      

よ
う

與
國
　
洋
　
議
員

公
民
館
、
公
園
お
よ
び
学
校
の
和
式
ト
イ

レ
の
洋
式
化
へ
の
改
修
の
考
え
は
。

普
及
率
が
高
い
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
は

必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
公
民
館
は
、

現
在
進
め
て
い
る
大
規
模
改
修
工
事
に
お

い
て
、
ま
た
公
園
は
、
自
治
会
の
要
望
な

ど
に
よ
り
洋
式
化
を
行
っ
て
い
る
。

天
神
山
小
学
校
は
来
年
度
の
大
規
模
改
修

工
事
に
お
い
て
ト
イ
レ
の
洋
式
化
も
行
う

が
、
他
の
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
大
規
模
改
修
工
事
の
中
で
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。
ま

た
洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
は
、
全
国
平
均
が

43
％
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は

同
程
度
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

公
園
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
計
画
は
。

具
体
的
な
改
修
計
画
は
な
い
が
、
今
後
自

治
会
の
要
望
や
老
朽
化
に
よ
る
改
修
時
な

ど
に
洋
式
化
を
進
め
て
い
く
。

文
科
省
は
、
今
年
11
月
に
、
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
に
お
い
て
ト
イ
レ
改
修
補

助
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の

発
表
は
、
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
推
進

の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

近
年
、
全
国
的
に
要
望
が
増
加
し
て
お
り
、

獲
得
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
考
え
て
い

る
が
、
議
員
が
紹
介
い
た
だ
い
た
、
こ
の

交
付
金
の
活
用
な
ど
、
詳
細
に
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
財
源
の

確
保
に
努
め
、
大
規
模
改
修
と
は
別
に
洋

式
化
を
進
め
て
い
く
。

問答問問 答答

図
書
館
運
営
と
読
書
の

ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
問
う

に
し 

か
わ

　

  

　

 

ふ
み   

よ

西
川
　
文
代
　
議
員

市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を

進
め
て
い
る
具
体
的
な
根
拠
は
。

民
間
な
ら
で
は
の
創
造
的
で
特
色
あ
る
事

業
の
展
開
、
知
識
・
経
験
と
も
に
豊
富
な

人
材
の
確
保
、
開
館
時
間
へ
の
柔
軟
な
対

応
な
ど
を
期
待
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

創
造
的
で
特
色
あ
る
事
業
の
展
開
と
し
て
、

春
日
市
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
も
の
は
。

千
葉
県
八
千
代
市
の
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ

ス
や
、
大
分
県
豊
後
高
田
市
の
お
父
さ
ん

の
た
め
の
「
イ
ク
メ
ン
室
」
な
ど
が
あ
る
。

知
識
・
経
験
と
も
に
豊
富
な
人
材
の
確
保

の
具
体
的
な
方
策
は
。

業
務
仕
様
書
に
業
務
従
事
者
の
要
件
を
示

す
。
司
書
資
格
が
全
体
に
占
め
る
割
合
の

指
定
、
公
共
図
書
館
で
の
勤
務
経
験
年
数

を
具
体
的
に
設
定
す
る
。

具
体
的
に
設
定
す
る
内
容
は
。

現
在
の
業
務
委
託
で
は
司
書
資
格
の
割
合

は
60
％
以
上
、
統
括
責
任
者
は
経
験
者
を

任
用
と
し
て
い
る
が
、
現
状
以
上
の
司
書

割
合
と
勤
務
経
験
年
数
な
ど
を
設
定
す
る
。

開
館
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

業
者
選
定
の
条
件
に
入
れ
る
予
定
は
。

仕
様
書
な
ど
で
の
提
案
は
求
め
な
い
が
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
の

範
囲
内
で
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
無
理
の
な
い
運
営

が
可
能
と
判
断
す
る
場
合
は
考
え
て
い
る
。

第
二
次
春
日
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
に
基
づ
く
具
体
的
な
方
策
は
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
も
、
教
育
委
員

会
主
導
で
正
規
職
員
が
推
進
連
絡
会
を
運

営
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
関
係
者
を

委
員
と
し
計
画
を
進
捗
管
理
す
る
予
定
。

将
来
に
向
け
て
の
職
員
の
育
成
は
。

市
司
書
職
員
は
今
後
の
政
策
に
関
わ
る
役

割
を
担
う
。
人
材
育
成
、
政
策
形
成
能
力

向
上
の
た
め
の
研
修
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

問問問問問 答答答答答

問問 答答
 

自
主
防
災
組
織
育
成
と

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
は
命
と
財
産
を
守
る

こ
ん  

ど
う         

さ
ち  

え

近
藤
　
幸
恵
　
議
員

自
主
防
災
組
織
は
災
害
被
害
の
予
防
と
軽

減
の
た
め
の
要
で
あ
る
。
育
成
と
構
築
が

重
要
と
考
え
る
が
、
育
成
目
標
は
。

防
災
活
動
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
な

協
力
体
制
の
確
立
や
、
住
民
な
ど
の
自
主

防
災
意
識
の
向
上
な
ど
で
あ
る
。

目
標
を
達
成
す
る
に
は
育
成
、
構
築
に
は

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
だ
が
考
え
は
。

育
成
は
、
防
災
対
策
指
導
員
が
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
支
援
を
。
ま
た
、
県
実
施
の

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
構
築
は
、
各
自
主
防
災

組
織
の
実
情
に
応
じ
た
訓
練
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
る
。

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
無
い
と
認
識
し
た
。

35
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
意
識
向
上
と

防
災
体
制
の
確
立
の
考
え
と
手
法
は
。

中
学
校
ご
と
の
合
同
防
災
訓
練
で
の
交
流
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
実
情
に
応
じ
た

手
法
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

春
日
市
地
域
防
災
計
画
に
は
「
特
に
女
性

の
参
画
の
促
進
に
努
め
る
」
と
あ
る
が
。

多
様
な
世
代
が
参
加
で
き
る
訓
練
な
ど
の

提
案
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自

治
会
に
は
役
員
な
ど
の
選
任
に
お
い
て
積

極
的
な
女
性
の
登
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
自
主
防
災
組

織
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
独
自
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
必
要
と
考
え
る
が
。

福
岡
県
が
実
施
し
て
い
る
研
修
で
育
成
し
、

自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
市
民
の
防
災
意

識
の
底
上
げ
を
行
う
。

防
災
に
は
「
正
し
く
恐
れ
る
」
と
い
う
意

識
が
必
要
。
木
造
戸
建
て
住
宅
耐
震
改
修

補
助
事
業
の
継
続
が
必
要
と
考
え
る
が
。

28
年
度
に
お
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
と
申

請
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
本
事
業
の
継

続
の
必
要
性
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

継
続
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
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市
民
図
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管
理
者
制
度

導
入
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や
め
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日
市
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き
ょ
う   

こ

吉
居
　
恭
子
　
議
員

市
民
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
理
由
は
何
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安
定
的
な
図
書

館
運
営
の
た
め
で
あ
り
、
経
費
削
減
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

①
制
度
導
入
に
つ
い
て
市
民
へ
の
説
明
は
。

②
図
書
館
運
営
上
の
課
題
と
制
度
導
入
で

改
善
し
よ
う
と
す
る
点
と
は
。
③
制
度
導

入
の
デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
策
は
。

①
公
聴
会
な
ど
の
計
画
は
な
い
。
図
書
館

協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
説
明
し

業
務
仕
様
書
作
り
の
際
も
意
見
を
聞
く
。

②
図
書
館
職
員
の
任
用
形
態
が
違
い
非
効

率
だ
が
制
度
導
入
後
は
勤
務
形
態
な
ど
が

統
一
さ
れ
る
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③
「
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
継
続
的
・
安
定
的
な
運
営
、
行
政
と
の

意
思
疎
通
や
連
携
・
協
議
が
困
難
」
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
業
務
仕
様

書
に
明
確
に
示
す
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
低
下

を
防
ぐ
。
図
書
館
の
運
営
方
針
、
指
定
管

理
者
の
監
督
・
評
価
、
業
務
仕
様
書
の
見

直
し
、
各
種
協
議
会
な
ど
に
関
す
る
業
務

な
ど
読
書
行
政
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
は
、

市
が
直
接
行
う
。
市
民
参
加
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
の
協
議
に
つ
い
て
も
、
業

務
仕
様
書
の
中
に
明
確
に
提
示
す
る
。

職
員
配
置
は
、
運
営
主
体
で
あ
る
市
の
責

任
で
改
善
す
べ
き
こ
と
。
制
度
導
入
の
デ

メ
リ
ッ
ト
回
避
の
た
め
に
、
仕
様
書
作
り

や
運
営
状
況
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
事
務
作
業

は
膨
大
と
な
り
図
書
館
運
営
に
関
す
る
実

質
コ
ス
ト
は
増
加
す
る
の
で
は
。
11
月
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
総
務
大
臣
が

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
図
書
館
管
理
業

務
を
適
用
し
な
い
と
軌
道
修
正
し
た
。
市

長
の
思
い
は
い
か
が
か
。

指
定
管
理
者
の
創
意
工
夫
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

問

問 答答

答

 

春日市民図書館

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼
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▼
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偏
差
値
を
利
用
し
た
進
路
指
導
は

知
識
偏
重
教
育
で
は
な
い
か

か
わ  

さ
き

　

  

　　ひ
で  

ひ
こ

川
﨑
　
英
彦
　
議
員

文
部
省
（
当
時
）
は
平
成
５
年
に
、
偏
差

値
に
頼
ら
な
い
進
路
指
導
を
す
る
よ
う
通

達
を
出
し
、
業
者
の
統
一
テ
ス
ト
に
基
づ

く
偏
差
値
に
よ
る
進
路
指
導
は
全
国
的
に

廃
止
さ
れ
た
。
知
識
、
暗
記
力
の
結
果
で

し
か
な
い
５
教
科
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に

よ
る
偏
差
値
を
本
市
が
利
用
す
る
こ
と
は
、

偏
差
値
偏
重
、
知
識
偏
重
で
は
な
い
か
。

現
在
の
評
価
は
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
思

考
・
判
断
」「
表
現
・
技
能
」「
知
識
・
理
解
」の

４
つ
の
観
点
を
試
験
問
題
で
示
し
行
っ
て

い
る
。一
つ
の
目
安
で
あ
る
偏
差
値
を
示

し
、客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
り
、偏
差
値
偏
重
、知
識
偏
重
の
指
摘
は

当
た
ら
な
い
。

評
価
と
進
路
指
導
は
９
教
科
で
個
々
の
適

性
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
、
５
教
科

だ
け
の
偏
差
値
を
公
表
す
る
こ
と
は
評
価

と
し
て
偏
っ
て
い
る
。
私
の
調
べ
た
限
り

他
県
で
は
偏
差
値
の
公
表
は
し
て
い
な
い
。

通
達
で
は
「
業
者
テ
ス
ト
に
よ
る
偏
差
値

に
依
存
し
た
進
路
指
導
は
行
わ
な
い
」

「
業
者
テ
ス
ト
の
実
施
に
関
与
す
る
こ
と

は
厳
に
つ
つ
し
む
べ
き
」
と
求
め
て
い
る
。

業
者
テ
ス
ト
の
偏
差
値
に
過
度
に
依
存
し

た
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。
業
者
テ
ス
ト

は
毎
月
一
回
、
日
曜
日
な
ど
に
指
定
さ
れ

た
会
場
で
実
施
さ
れ
、
希
望
の
生
徒
は
個

人
や
塾
で
応
募
し
テ
ス
ト
を
受
け
て
い
る
。

未
来
を
担
う
生
徒
・
学
生
が
勉
強
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲

気
の
中
で
読
書
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
は
。

設
計
段
階
か
ら
学
習
ス
ペ
ー
ス
機
能
は
想

定
し
て
い
な
い
。
読
書
活
動
、
文
化
活
動

の
位
置
付
け
か
ら
も
予
定
し
て
い
な
い
。

憩
い
の
空
間
の
確
保
は
指
定
管
理
者
制
度

導
入
の
中
で
研
究
し
て
い
く
。

問問 答

問答

答

生
活
困
窮
者
の
支
援
事
業
の

積
極
的
な
取
り
組
み
をい

わ  

き
り        

み
き  

よ
し

岩
切
　
幹
嘉
　
議
員

生
活
が
困
窮
す
る
要
因
は
一
律
で
は
な
く

多
岐
に
わ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ

る
。
生
活
困
窮
者
の
多
様
な
相
談
を
広
く

受
け
止
め
、
迅
速
か
つ
、
効
果
的
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
、
一
本
化
さ
れ
た
総
合

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

最
初
に
対
応
し
た
窓
口
の
職
員
が
、
相
談

者
の
立
場
に
寄
り
添
い
、
内
容
に
応
じ
て

専
門
の
窓
口
に
つ
な
ぎ
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
現
在
の

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

市
民
に
自
立
支
援
相
談
窓
口
の
周
知
が
不

十
分
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
の
特
集
、
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
、
支
援

事
業
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
内
容
の
独
自

の
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
活
用
に

つ
い
て
、
今
後
も
市
民
に
分
か
り
や
す
い

周
知
方
法
を
検
討
し
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
。

自
立
の
柱
と
な
る
の
は
就
労
で
あ
る
。
十

分
な
就
労
支
援
が
難
し
い
現
状
に
対
し
て

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
地
域
の
零
細
企
業
に
お
い
て
、
求
人
募

集
が
、
就
労
時
間
が
固
定
さ
れ
ず
に
条
件

に
合
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
以
外
に
も
、
そ
う
い
う
企
業
と
今

後
連
携
を
し
な
が
ら
、
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
取
り
組
み
も
必
要
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

今
後
、
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、

相
談
内
容
や
件
数
な
ど
を
検
証
し
、
ま
た

議
員
提
案
の
取
り
組
み
な
ど
、
先
進
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問問問 答

答

答

学
校
の
整
備
事
業
内
容
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
考
え
は

の

　ぐ
ち

　

       

あ
け

　み

野
口
　
明
美
　
議
員

天
神
山
小
学
校
は
、
次
年
度
に
大
規
模
改

修
に
着
手
す
る
が
、
工
事
完
了
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

基
本
的
に
は
夏
季
休
業
期
間
中
の
み
の
工

事
で
、
平
成
30
年
度
に
は
、
空
調
機
設
置

工
事
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
た
め
、
平

成
32
年
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

大
規
模
改
修
工
事
で
、
節
水
便
器
の
使
用

な
ど
を
心
掛
け
て
取
り
組
む
考
え
は
。

天
神
山
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
で
進

め
て
い
る
節
水
対
策
は
、
ト
イ
レ
の
改
修

で
は
、
節
水
型
大
便
器
や
超
節
水
型
小
便

器
の
使
用
、
手
洗
い
器
の
自
動
閉
鎖
式
水

栓
、
い
わ
ゆ
る
プ
ッ
シ
ュ
式
水
栓
の
使
用

な
ど
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
廊
下
と
手

洗
い
場
の
水
栓
は
、
節
水
コ
マ
を
入
れ
、

水
量
を
抑
え
る
工
夫
を
考
え
て
い
る
。
そ

の
他
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
の
高
効
率
型
照

明
の
採
用
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
、
省
エ

ネ
を
意
識
し
た
改
修
を
進
め
る
。

大
規
模
改
修
工
事
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
考
え
方
と
整
備
状
況
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
、
市
民
が
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
か
。

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
構
造

上
困
難
な
学
校
が
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
、

大
規
模
改
修
工
事
お
よ
び
学
校
施
設
整
備

事
業
費
の
予
算
内
で
進
め
て
い
く
。
整
備

事
業
内
容
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
学
校
施

設
に
限
ら
ず
、
公
共
施
設
は
市
民
の
関
心

も
高
く
、
広
く
整
備
内
容
な
ど
を
示
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
市
長
事
務
部
局
と
協
議
、
連
携
を
行

い
な
が
ら
、
市
報
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
の
公
表
を
検
討
す
る
。

問問問 答答答

図
書
館
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

政府は、日本が世界に誇る社会保障の充実・安定化とそのための安定財源の確保及び財政健全化の同時達成を目指し、社会保障と税の一体改革を
進めてきました。しかしながら今般、世界経済が直面するリスクを関係諸国が一体となって回避するために、医療や介護などを支える消費税率の10％
への引き上げが、平成31年10月まで再延期されることになりました。
他方で、2012年には約1500万人だった75歳以上の高齢者数は、2015年には約1700万人、そして2025年には約2200万人と推計されており、こ

のように急激に進行する高齢化への対策を確実に進めることが必要です。また、日本は、本格的な人口減少の時代に突入し、2015年の人口減少幅が約
27万人と過去最大となりました。まさに、高齢化対策も少子化対策も待ったなしであります。
さらに、これらの施策を支える安定財源を確保するための日本経済の底上げも正念場であり、ＧＤＰと雇用の約７割を占める“地域経済圏”の活性

化が求められています。今こそ、地域資源や地域の特色に着目した、農林水産業の６次産業化や魅力ある観光産業の開発など、産・学・金・官の連携によ
る地域産業の創造と地方への移住促進や小さな拠点、生涯活躍のまちづくりなど、将来にわたって活気ある地域づくりを本格的に推進すべき時であ
ると考えます。
そこで政府においては、すべての国民が等しく住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるように、安心な社会保障と強い地域経済を構築するた

めの地方財政措置を適切に講じられることを強く求め、以下の事項について要望を致します。
記

１　消費税率の引き上げ延期による地方における社会保障の充実施策の実施に支障が生じることのないよう、所要の財源を確保すること。特に、要望
の強い保育の受け皿整備に係る財源については、地方負担分も含めて国の責任において適切に財源措置を講じること。

２　人材確保が喫緊の課題になっている保育士・介護職員などの処遇改善など「一億総活躍プラン」関連施策の実施についても、地方負担分も含めて
国の責任において適切に財源措置を講じること。

３　人口減少社会への対応という中長期的な課題に取り組む地方自治体をサポートし、地域の実情に応じて自主性・主体性を発揮し、地方創生を推進
することができるよう、１兆円の「まち・ひと・しごと創生事業費」を中期的に継続すること。また、地方創生推進交付金についても、安定的かつ継続
的に所要の財源を確保すること。

４　地方自治体が提供する社会保障の充実策をはじめ、福祉、学校教育、消防、道路や河川等の社会基盤の整備など、国民生活に密接に関連する多くの
行政サービスを確実に実施するためには、地方一般財源の確保が不可欠であり、特に地方交付税総額については確実に確保すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

平成28年12月16日 春日市議会

安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める意見書

市政運営上、市単独では解決が難しい問題などに市議会から意見書を提出し、問題解決・改善を働きかけます。

可決された意見書を関係機関に提出しました

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼
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偏
差
値
を
利
用
し
た
進
路
指
導
は

知
識
偏
重
教
育
で
は
な
い
か

か
わ  

さ
き

　

  

　　ひ
で  

ひ
こ

川
﨑
　
英
彦
　
議
員

文
部
省
（
当
時
）
は
平
成
５
年
に
、
偏
差

値
に
頼
ら
な
い
進
路
指
導
を
す
る
よ
う
通

達
を
出
し
、
業
者
の
統
一
テ
ス
ト
に
基
づ

く
偏
差
値
に
よ
る
進
路
指
導
は
全
国
的
に

廃
止
さ
れ
た
。
知
識
、
暗
記
力
の
結
果
で

し
か
な
い
５
教
科
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に

よ
る
偏
差
値
を
本
市
が
利
用
す
る
こ
と
は
、

偏
差
値
偏
重
、
知
識
偏
重
で
は
な
い
か
。

現
在
の
評
価
は
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
思

考
・
判
断
」「
表
現
・
技
能
」「
知
識
・
理
解
」の

４
つ
の
観
点
を
試
験
問
題
で
示
し
行
っ
て

い
る
。一
つ
の
目
安
で
あ
る
偏
差
値
を
示

し
、客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
り
、偏
差
値
偏
重
、知
識
偏
重
の
指
摘
は

当
た
ら
な
い
。

評
価
と
進
路
指
導
は
９
教
科
で
個
々
の
適

性
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
、
５
教
科

だ
け
の
偏
差
値
を
公
表
す
る
こ
と
は
評
価

と
し
て
偏
っ
て
い
る
。
私
の
調
べ
た
限
り

他
県
で
は
偏
差
値
の
公
表
は
し
て
い
な
い
。

通
達
で
は
「
業
者
テ
ス
ト
に
よ
る
偏
差
値

に
依
存
し
た
進
路
指
導
は
行
わ
な
い
」

「
業
者
テ
ス
ト
の
実
施
に
関
与
す
る
こ
と

は
厳
に
つ
つ
し
む
べ
き
」
と
求
め
て
い
る
。

業
者
テ
ス
ト
の
偏
差
値
に
過
度
に
依
存
し

た
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。
業
者
テ
ス
ト

は
毎
月
一
回
、
日
曜
日
な
ど
に
指
定
さ
れ

た
会
場
で
実
施
さ
れ
、
希
望
の
生
徒
は
個

人
や
塾
で
応
募
し
テ
ス
ト
を
受
け
て
い
る
。

未
来
を
担
う
生
徒
・
学
生
が
勉
強
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲

気
の
中
で
読
書
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
は
。

設
計
段
階
か
ら
学
習
ス
ペ
ー
ス
機
能
は
想

定
し
て
い
な
い
。
読
書
活
動
、
文
化
活
動

の
位
置
付
け
か
ら
も
予
定
し
て
い
な
い
。

憩
い
の
空
間
の
確
保
は
指
定
管
理
者
制
度

導
入
の
中
で
研
究
し
て
い
く
。

問問 答

問答

答

生
活
困
窮
者
の
支
援
事
業
の

積
極
的
な
取
り
組
み
をい

わ  

き
り        

み
き  

よ
し

岩
切
　
幹
嘉
　
議
員

生
活
が
困
窮
す
る
要
因
は
一
律
で
は
な
く

多
岐
に
わ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ

る
。
生
活
困
窮
者
の
多
様
な
相
談
を
広
く

受
け
止
め
、
迅
速
か
つ
、
効
果
的
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
、
一
本
化
さ
れ
た
総
合

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

最
初
に
対
応
し
た
窓
口
の
職
員
が
、
相
談

者
の
立
場
に
寄
り
添
い
、
内
容
に
応
じ
て

専
門
の
窓
口
に
つ
な
ぎ
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
現
在
の

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

市
民
に
自
立
支
援
相
談
窓
口
の
周
知
が
不

十
分
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
の
特
集
、
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
、
支
援

事
業
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
内
容
の
独
自

の
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
活
用
に

つ
い
て
、
今
後
も
市
民
に
分
か
り
や
す
い

周
知
方
法
を
検
討
し
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
。

自
立
の
柱
と
な
る
の
は
就
労
で
あ
る
。
十

分
な
就
労
支
援
が
難
し
い
現
状
に
対
し
て

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
地
域
の
零
細
企
業
に
お
い
て
、
求
人
募

集
が
、
就
労
時
間
が
固
定
さ
れ
ず
に
条
件

に
合
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
以
外
に
も
、
そ
う
い
う
企
業
と
今

後
連
携
を
し
な
が
ら
、
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
取
り
組
み
も
必
要
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

今
後
、
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、

相
談
内
容
や
件
数
な
ど
を
検
証
し
、
ま
た

議
員
提
案
の
取
り
組
み
な
ど
、
先
進
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問問問 答

答

答

学
校
の
整
備
事
業
内
容
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
考
え
は

の

　ぐ
ち

　

       

あ
け

　み

野
口
　
明
美
　
議
員

天
神
山
小
学
校
は
、
次
年
度
に
大
規
模
改

修
に
着
手
す
る
が
、
工
事
完
了
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

基
本
的
に
は
夏
季
休
業
期
間
中
の
み
の
工

事
で
、
平
成
30
年
度
に
は
、
空
調
機
設
置

工
事
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
た
め
、
平

成
32
年
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

大
規
模
改
修
工
事
で
、
節
水
便
器
の
使
用

な
ど
を
心
掛
け
て
取
り
組
む
考
え
は
。

天
神
山
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
で
進

め
て
い
る
節
水
対
策
は
、
ト
イ
レ
の
改
修

で
は
、
節
水
型
大
便
器
や
超
節
水
型
小
便

器
の
使
用
、
手
洗
い
器
の
自
動
閉
鎖
式
水

栓
、
い
わ
ゆ
る
プ
ッ
シ
ュ
式
水
栓
の
使
用

な
ど
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
廊
下
と
手

洗
い
場
の
水
栓
は
、
節
水
コ
マ
を
入
れ
、

水
量
を
抑
え
る
工
夫
を
考
え
て
い
る
。
そ

の
他
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
の
高
効
率
型
照

明
の
採
用
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
、
省
エ

ネ
を
意
識
し
た
改
修
を
進
め
る
。

大
規
模
改
修
工
事
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
考
え
方
と
整
備
状
況
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
、
市
民
が
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
か
。

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
構
造

上
困
難
な
学
校
が
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
、

大
規
模
改
修
工
事
お
よ
び
学
校
施
設
整
備

事
業
費
の
予
算
内
で
進
め
て
い
く
。
整
備

事
業
内
容
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
学
校
施

設
に
限
ら
ず
、
公
共
施
設
は
市
民
の
関
心

も
高
く
、
広
く
整
備
内
容
な
ど
を
示
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
市
長
事
務
部
局
と
協
議
、
連
携
を
行

い
な
が
ら
、
市
報
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
の
公
表
を
検
討
す
る
。

問問問 答答答

図
書
館
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

政府は、日本が世界に誇る社会保障の充実・安定化とそのための安定財源の確保及び財政健全化の同時達成を目指し、社会保障と税の一体改革を
進めてきました。しかしながら今般、世界経済が直面するリスクを関係諸国が一体となって回避するために、医療や介護などを支える消費税率の10％
への引き上げが、平成31年10月まで再延期されることになりました。
他方で、2012年には約1500万人だった75歳以上の高齢者数は、2015年には約1700万人、そして2025年には約2200万人と推計されており、こ

のように急激に進行する高齢化への対策を確実に進めることが必要です。また、日本は、本格的な人口減少の時代に突入し、2015年の人口減少幅が約
27万人と過去最大となりました。まさに、高齢化対策も少子化対策も待ったなしであります。
さらに、これらの施策を支える安定財源を確保するための日本経済の底上げも正念場であり、ＧＤＰと雇用の約７割を占める“地域経済圏”の活性

化が求められています。今こそ、地域資源や地域の特色に着目した、農林水産業の６次産業化や魅力ある観光産業の開発など、産・学・金・官の連携によ
る地域産業の創造と地方への移住促進や小さな拠点、生涯活躍のまちづくりなど、将来にわたって活気ある地域づくりを本格的に推進すべき時であ
ると考えます。
そこで政府においては、すべての国民が等しく住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるように、安心な社会保障と強い地域経済を構築するた

めの地方財政措置を適切に講じられることを強く求め、以下の事項について要望を致します。
記

１　消費税率の引き上げ延期による地方における社会保障の充実施策の実施に支障が生じることのないよう、所要の財源を確保すること。特に、要望
の強い保育の受け皿整備に係る財源については、地方負担分も含めて国の責任において適切に財源措置を講じること。

２　人材確保が喫緊の課題になっている保育士・介護職員などの処遇改善など「一億総活躍プラン」関連施策の実施についても、地方負担分も含めて
国の責任において適切に財源措置を講じること。

３　人口減少社会への対応という中長期的な課題に取り組む地方自治体をサポートし、地域の実情に応じて自主性・主体性を発揮し、地方創生を推進
することができるよう、１兆円の「まち・ひと・しごと創生事業費」を中期的に継続すること。また、地方創生推進交付金についても、安定的かつ継続
的に所要の財源を確保すること。

４　地方自治体が提供する社会保障の充実策をはじめ、福祉、学校教育、消防、道路や河川等の社会基盤の整備など、国民生活に密接に関連する多くの
行政サービスを確実に実施するためには、地方一般財源の確保が不可欠であり、特に地方交付税総額については確実に確保すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

平成28年12月16日 春日市議会

安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める意見書

市政運営上、市単独では解決が難しい問題などに市議会から意見書を提出し、問題解決・改善を働きかけます。

可決された意見書を関係機関に提出しました

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼

録画映像は
こちら
▼
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市
議
会
の
評
価

議
会
運
営
委
員
会

市
議
会
で
は
、春
日
市
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、定
例
会
ご
と
に
議
案
の
審
査
結

果
、採
決
の
結
果
、一
般
質
問
の
実
施
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、議
会
活
動
の
評
価
を
行
い

ま
す
。

今
議
会
で
は
、市
長
提
案
の
人
事
案
件

１
件
、条
例
案
件
９
件
、予
算
案
件
10
件
、

そ
の
他
の
案
件
２
件
、報
告
案
件
１
件
お
よ

び
意
見
書
１
件
を
慎
重
に
審
査
致
し
ま
し

た
。

１
　
議
案
の
審
査
結
果

委
員
長
報
告
か
ら
は
、滞
納
債
権
管
理

の
適
正
化
を
目
的
と
し
た
債
権
管
理
条
例

の
制
定
な
ど
、各
委
員
会
で
各
議
案
の
審

査
の
過
程
に
お
い
て
多
く
の
質
疑
が
出
さ

れ
、活
発
か
つ
慎
重
に
審
査
さ
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

２
　
採
決
の
結
果

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、反

対
討
論
を
行
う
か
、委
員
長
報
告
で
述
べ
る

こ
と
が
望
ま
し
く
、分
か
り
や
す
い
。

３
　
一
般
質
問
の
実
施
状
況

質
問
者
は
14
名
で
、22
項
目
の
多
岐
に

渡
り
そ
れ
ぞ
れ
市
民
生
活
に
直
結
し
た
幅

広
い
政
策
、施
策
に
つ
い
て
執
行
部
と
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

①
市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
、学
校
の
ト
イ
レ
改
修
、地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
同
一
テ
ー
マ
で
の

質
問
が
多
く
行
わ
れ
た
。

②
質
問
に
対
し
て
、市
長
、部
長
か
ら
発
言

を
求
め
る
挙
手
が
あ
っ
た
が
、部
長
が
答

弁
し
た
。市
長
の
答
弁
を
優
先
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

③
時
間
制
は
一
問
一
答
方
式
の
た
め
、執
行

部
答
弁
で
は
質
問
内
容
を
反
復
す
る
必

要
が
あ
る
か
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

４
　
そ
の
他

傍
聴
時
に
お
け
る「
つ
え
」の
携
帯
を
認

め
る
会
議
規
則
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。

※
一
般
質
問
の
議
会
傍
聴
者
は
２
日
間
で

44
人
で
し
た
。詳
細
は
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
自
衛
隊
施
設
が
立
地
し
て
い
る
自

治
体
に
は
国
か
ら
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
市
は
な
ぜ
交

付
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
本
市
に
は
航
空
自
衛
隊
西
部
航
空

方
面
隊
司
令
部
や
陸
上
自
衛
隊
第
四
師
団

司
令
部
な
ど
の
自
衛
隊
施
設
が
立
地
し
て

お
り
、
そ
の
面
積
は
市
域
（
14
・
15
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
約
５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
基
地
交
付
金

（
正
式
名
称
は
、
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
）
」
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
　
そ
こ
で
議
会
が
動
か
れ
た
の
で
す

ね
。　

　
は
い
。
基
地
交
付
金
の
交
付
を
求

め
、
全
議
員
の
署
名
を
携
え
、
議
会
の
代

表
と
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
計
12
回
に

わ
た
っ
て
衆
議
院
議
員
や
参
議
院
議
員
に

対
し
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
今
回
、
５
年
間
の
要
望
活
動
が

実
っ
た
の
で
す
ね
。

　
　
平
成
28
年
度
よ
り
通
信
を
担
う
施

設
が
対
象
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
た
た
め
、

基
地
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

要
望
活
動
に
際
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
方
に
対
し
て
、
こ
の
場
を
借

り
て
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
交
付
金
の
使
い
道
は
決
ま
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

　
　
交
付
金
は
、
一
般
財
源
と
し
て
少

子
高
齢
化
な
ど
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
有
効
に
活
用
さ
れ
る
予
定
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

10
月
31
日
か
ら
３
日
間
、
翔
春
会
・
春
風

会
・
岩
渕
議
員
と
の
合
同
で
視
察
を
行
っ
た
。

新
潟
県
新
潟
市
の
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
」
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で

元
気
に
暮
ら
す
、
「
健
幸
＝
健
康
で
幸
せ
」

と
い
う
事
業
。
に
い
が
た
未
来
ポ
イ
ン
ト
や

健
康
づ
く
り
支
援
事
業
・
歩
行
空
間
の
整
備

な
ど
、
健
康
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

長
岡
市
の
「
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
事

業
」
は
、
燃
や
す
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
、

生
ご
み
を
微
生
物
の
働
き
で
発
酵
・
分
解
し
、

発
生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
を
発
電
に
利
用
。
残

り
か
す
も
セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
の
燃
料
と
し

て
売
却
。
生
ご
み
を
１
０
０
％
再
利
用
。

三
条
市
の
「
マ
ル
シ
ェ
ご
っ
た
市
＠
ホ
コ

テ
ン
事
業
」
は
、
市
街
地
の
道
路
を
歩
行
者

天
国
に
し
、
多
種
多
様
な
出
店
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
人
が
集
ま
り
楽
し
む

空
間
を
演
出
。
参
加
者
が
非
常
に
多
い
。

　
10
月
31
日
か
ら
３
日
間
、
創
政
会
・
川
崎

議
員
と
の
合
同
で
視
察
と
、
公
共
施
設
管
理

研
修
会
に
参
加
し
た
。

宮
城
県
多
賀
城
市
で
は
、
災
害
に
強
い

都
市
形
成
と
し
て
防
護
施
設
、
避
難
道
、

避
難
誘
導
お
よ
び
避
難
施
設
の
整
備
な
ど

多
重
体
制
に
よ
る
被
害
の
最
小
化
と
と
も

に
、
官
学
共
同
に
よ
る
「
み
ん
な
の
防
災

手
帳
」
の
配
布
、
防
災
副
読
本
の
作
成
な

ど
被
災
経
験
の
伝
承
と
災
害
の
見
え
る
化

の
取
り
組
み
を
確
認
で
き
た
。

公
共
施
設
管
理
に
お
い
て
各
施
設
を
同

一
基
準
で
評
価
す
る
指
標
と
、
公
共
施
設

の
管
理
計
画
と
並
行
し
た
実
施
計
画
作
成

の
重
要
性
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
指
定

管
理
者
制
度
は
公
民
連
携
が
可
能
な
制
度

で
、
協
定
書
に
よ
る
業
務
の
明
確
な
分
担

の
大
切
さ
お
よ
び
維
持
管
理
業
務
の
包
括

管
理
の
有
効
性
を
認
識
し
た
。
公
共
施
設

管
理
検
討
の
上
で
貴
重
な
研
修
と
な
っ
た
。

10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日
の
３
日
間
の

日
程
で
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
京
都
府
精
華
町
で
は
、
「
財
政
の
見
え

る
化
・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
２
項
目

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
予
算
は
「
ま

ち
の
羅
針
盤
」
、
決
算
は
「
ま
ち
の
家
計

簿
」
と
称
し
て
、
分
か
り
や
す
い
表
現
で

の
冊
子
が
住
民
に
配
布
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
決
算
書
の
付
属
資
料
が
大
変
充
実
し

て
お
り
、
全
て
の
事
業
の
事
務
事
業
評
価

シ
ー
ト
が
つ
づ
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　
大
阪
府
四
条
畷
市
で
は
、
「
小
学
校
６

年
間
を
通
じ
た
英
語
教
育
」
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。
同
市
で
は
、
１
回
15
分
、

週
３
回
、
１
年
生
か
ら
英
語
教
育
が
実
施

さ
れ
て
い
た
。

　
豊
中
市
で
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
」に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。同
市
で
は
、

無
料
職
業
紹
介
事
業
を
は
じ
め
、就
労
支
援

に
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

11
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日
間
、
宮
城

県
仙
台
市
に
お
い
て
一
般
財
団
法
人
地
域

開
発
研
究
所
の
牧
瀬
稔
氏
に
よ
る
研
修
会

に
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
議
会
基
本

条
例
の
現
状
と
課
題
」
「
人
口
減
少
時
代

の
地
方
議
会
」
「
正
し
い
議
会
改
革
と
は

何
か
」
の
三
つ
で
あ
る
。
議
会
の
役
割
は
、

「
執
行
機
関
の
監
視
機
能
」
と
「
政
策
立

案
機
能
」
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、

「
住
民
の
福
祉
を
増
進
」
し
て
い
く
こ
と

が
基
本
で
あ
る
。
故
に
、
議
会
基
本
条
例

に
よ
り
こ
の
二
つ
の
権
能
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
に
議
会
基
本
条
例

の
意
義
が
あ
る
と
学
ん
だ
。
春
日
市
議
会

基
本
条
例
も
制
定
か
ら
７
年
の
年
月
が
経

と
う
と
し
て
お
り
、
見
直
し
を
す
る
時
期

で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
人
口
減
少
の
問
題

は
深
刻
で
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
人
口
を

増
や
し
て
い
く
の
か
議
会
で
も
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

翔
春
会
・
春
風
会

　会
派
視
察
報
告

公
明
党

　会
派
視
察
報
告

創
政
会

　会
派
視
察
報
告

衆
政
会

　会
派
研
修
報
告

に
い
 が
た
 け
ん
 に
い
 が
た
 
し

な
が
 お
か
 
し

さ
ん
じ
ょ
う
 し

新潟県新潟市

宮城県多賀城市

牧瀬稔氏研修会

四条畷市立四条畷東小学校での
英語学習の光景

き
ょ
う
 と
 
ふ
 
せ
い
 
か
 ち
ょ
う

お
お
 さ
か
 
ふ
 
し
 じ
ょ
う
 な
わ
て
 し

と
よ
 な
か
 
し

み
 
や
ぎ
 け
ん
 
た
 
が
 じ
ょ
う
 し

け
ん
 せ
ん
 だ
い
 
し

み
や
 
ぎ
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　長
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委
員
長

議

　長

委
員
長

委
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長

委
員
長

議
会
の
要
望
活
動
に
よ
り

　基
地
交
付
金
の
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
！要望活動を行う金堂議長(右)

編集委員長が
金堂議長に
インタビュー
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市
議
会
の
評
価

議
会
運
営
委
員
会

市
議
会
で
は
、春
日
市
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、定
例
会
ご
と
に
議
案
の
審
査
結

果
、採
決
の
結
果
、一
般
質
問
の
実
施
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、議
会
活
動
の
評
価
を
行
い

ま
す
。

今
議
会
で
は
、市
長
提
案
の
人
事
案
件

１
件
、条
例
案
件
９
件
、予
算
案
件
10
件
、

そ
の
他
の
案
件
２
件
、報
告
案
件
１
件
お
よ

び
意
見
書
１
件
を
慎
重
に
審
査
致
し
ま
し

た
。

１
　
議
案
の
審
査
結
果

委
員
長
報
告
か
ら
は
、滞
納
債
権
管
理

の
適
正
化
を
目
的
と
し
た
債
権
管
理
条
例

の
制
定
な
ど
、各
委
員
会
で
各
議
案
の
審

査
の
過
程
に
お
い
て
多
く
の
質
疑
が
出
さ

れ
、活
発
か
つ
慎
重
に
審
査
さ
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

２
　
採
決
の
結
果

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、反

対
討
論
を
行
う
か
、委
員
長
報
告
で
述
べ
る

こ
と
が
望
ま
し
く
、分
か
り
や
す
い
。

３
　
一
般
質
問
の
実
施
状
況

質
問
者
は
14
名
で
、22
項
目
の
多
岐
に

渡
り
そ
れ
ぞ
れ
市
民
生
活
に
直
結
し
た
幅

広
い
政
策
、施
策
に
つ
い
て
執
行
部
と
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

①
市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
、学
校
の
ト
イ
レ
改
修
、地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
同
一
テ
ー
マ
で
の

質
問
が
多
く
行
わ
れ
た
。

②
質
問
に
対
し
て
、市
長
、部
長
か
ら
発
言

を
求
め
る
挙
手
が
あ
っ
た
が
、部
長
が
答

弁
し
た
。市
長
の
答
弁
を
優
先
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

③
時
間
制
は
一
問
一
答
方
式
の
た
め
、執
行

部
答
弁
で
は
質
問
内
容
を
反
復
す
る
必

要
が
あ
る
か
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

４
　
そ
の
他

傍
聴
時
に
お
け
る「
つ
え
」の
携
帯
を
認

め
る
会
議
規
則
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。

※
一
般
質
問
の
議
会
傍
聴
者
は
２
日
間
で

44
人
で
し
た
。詳
細
は
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
自
衛
隊
施
設
が
立
地
し
て
い
る
自

治
体
に
は
国
か
ら
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
市
は
な
ぜ
交

付
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
本
市
に
は
航
空
自
衛
隊
西
部
航
空

方
面
隊
司
令
部
や
陸
上
自
衛
隊
第
四
師
団

司
令
部
な
ど
の
自
衛
隊
施
設
が
立
地
し
て

お
り
、
そ
の
面
積
は
市
域
（
14
・
15
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
約
５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
基
地
交
付
金

（
正
式
名
称
は
、
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
）
」
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
　
そ
こ
で
議
会
が
動
か
れ
た
の
で
す

ね
。　

　
は
い
。
基
地
交
付
金
の
交
付
を
求

め
、
全
議
員
の
署
名
を
携
え
、
議
会
の
代

表
と
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
計
12
回
に

わ
た
っ
て
衆
議
院
議
員
や
参
議
院
議
員
に

対
し
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
今
回
、
５
年
間
の
要
望
活
動
が

実
っ
た
の
で
す
ね
。

　
　
平
成
28
年
度
よ
り
通
信
を
担
う
施

設
が
対
象
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
た
た
め
、

基
地
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

要
望
活
動
に
際
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
方
に
対
し
て
、
こ
の
場
を
借

り
て
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
交
付
金
の
使
い
道
は
決
ま
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

　
　
交
付
金
は
、
一
般
財
源
と
し
て
少

子
高
齢
化
な
ど
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
有
効
に
活
用
さ
れ
る
予
定
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

10
月
31
日
か
ら
３
日
間
、
翔
春
会
・
春
風

会
・
岩
渕
議
員
と
の
合
同
で
視
察
を
行
っ
た
。

新
潟
県
新
潟
市
の
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
」
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で

元
気
に
暮
ら
す
、
「
健
幸
＝
健
康
で
幸
せ
」

と
い
う
事
業
。
に
い
が
た
未
来
ポ
イ
ン
ト
や

健
康
づ
く
り
支
援
事
業
・
歩
行
空
間
の
整
備

な
ど
、
健
康
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

長
岡
市
の
「
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
事

業
」
は
、
燃
や
す
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
、

生
ご
み
を
微
生
物
の
働
き
で
発
酵
・
分
解
し
、

発
生
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
を
発
電
に
利
用
。
残

り
か
す
も
セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
の
燃
料
と
し

て
売
却
。
生
ご
み
を
１
０
０
％
再
利
用
。

三
条
市
の
「
マ
ル
シ
ェ
ご
っ
た
市
＠
ホ
コ

テ
ン
事
業
」
は
、
市
街
地
の
道
路
を
歩
行
者

天
国
に
し
、
多
種
多
様
な
出
店
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
人
が
集
ま
り
楽
し
む

空
間
を
演
出
。
参
加
者
が
非
常
に
多
い
。

　
10
月
31
日
か
ら
３
日
間
、
創
政
会
・
川
崎

議
員
と
の
合
同
で
視
察
と
、
公
共
施
設
管
理

研
修
会
に
参
加
し
た
。

宮
城
県
多
賀
城
市
で
は
、
災
害
に
強
い

都
市
形
成
と
し
て
防
護
施
設
、
避
難
道
、

避
難
誘
導
お
よ
び
避
難
施
設
の
整
備
な
ど

多
重
体
制
に
よ
る
被
害
の
最
小
化
と
と
も

に
、
官
学
共
同
に
よ
る
「
み
ん
な
の
防
災

手
帳
」
の
配
布
、
防
災
副
読
本
の
作
成
な

ど
被
災
経
験
の
伝
承
と
災
害
の
見
え
る
化

の
取
り
組
み
を
確
認
で
き
た
。

公
共
施
設
管
理
に
お
い
て
各
施
設
を
同

一
基
準
で
評
価
す
る
指
標
と
、
公
共
施
設

の
管
理
計
画
と
並
行
し
た
実
施
計
画
作
成

の
重
要
性
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
指
定

管
理
者
制
度
は
公
民
連
携
が
可
能
な
制
度

で
、
協
定
書
に
よ
る
業
務
の
明
確
な
分
担

の
大
切
さ
お
よ
び
維
持
管
理
業
務
の
包
括

管
理
の
有
効
性
を
認
識
し
た
。
公
共
施
設

管
理
検
討
の
上
で
貴
重
な
研
修
と
な
っ
た
。

10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日
の
３
日
間
の

日
程
で
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
京
都
府
精
華
町
で
は
、
「
財
政
の
見
え

る
化
・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
２
項
目

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
予
算
は
「
ま

ち
の
羅
針
盤
」
、
決
算
は
「
ま
ち
の
家
計

簿
」
と
称
し
て
、
分
か
り
や
す
い
表
現
で

の
冊
子
が
住
民
に
配
布
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
決
算
書
の
付
属
資
料
が
大
変
充
実
し

て
お
り
、
全
て
の
事
業
の
事
務
事
業
評
価

シ
ー
ト
が
つ
づ
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　
大
阪
府
四
条
畷
市
で
は
、
「
小
学
校
６

年
間
を
通
じ
た
英
語
教
育
」
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。
同
市
で
は
、
１
回
15
分
、

週
３
回
、
１
年
生
か
ら
英
語
教
育
が
実
施

さ
れ
て
い
た
。

　
豊
中
市
で
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
」に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。同
市
で
は
、

無
料
職
業
紹
介
事
業
を
は
じ
め
、就
労
支
援

に
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

11
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日
間
、
宮
城

県
仙
台
市
に
お
い
て
一
般
財
団
法
人
地
域

開
発
研
究
所
の
牧
瀬
稔
氏
に
よ
る
研
修
会

に
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
議
会
基
本

条
例
の
現
状
と
課
題
」
「
人
口
減
少
時
代

の
地
方
議
会
」
「
正
し
い
議
会
改
革
と
は

何
か
」
の
三
つ
で
あ
る
。
議
会
の
役
割
は
、

「
執
行
機
関
の
監
視
機
能
」
と
「
政
策
立

案
機
能
」
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、

「
住
民
の
福
祉
を
増
進
」
し
て
い
く
こ
と

が
基
本
で
あ
る
。
故
に
、
議
会
基
本
条
例

に
よ
り
こ
の
二
つ
の
権
能
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
に
議
会
基
本
条
例

の
意
義
が
あ
る
と
学
ん
だ
。
春
日
市
議
会

基
本
条
例
も
制
定
か
ら
７
年
の
年
月
が
経

と
う
と
し
て
お
り
、
見
直
し
を
す
る
時
期

で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
人
口
減
少
の
問
題

は
深
刻
で
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
人
口
を

増
や
し
て
い
く
の
か
議
会
で
も
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

翔
春
会
・
春
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会
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視
察
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公
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党
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派
視
察
報
告

創
政
会

　会
派
視
察
報
告

衆
政
会

　会
派
研
修
報
告

に
い
 が
た
 け
ん
 に
い
 が
た
 
し

な
が
 お
か
 
し

さ
ん
じ
ょ
う
 し

新潟県新潟市

宮城県多賀城市

牧瀬稔氏研修会

四条畷市立四条畷東小学校での
英語学習の光景

き
ょ
う
 と
 
ふ
 
せ
い
 
か
 ち
ょ
う

お
お
 さ
か
 
ふ
 
し
 じ
ょ
う
 な
わ
て
 し

と
よ
 な
か
 
し

み
 
や
ぎ
 け
ん
 
た
 
が
 じ
ょ
う
 し

け
ん
 せ
ん
 だ
い
 
し

み
や
 
ぎ

議

　長

議

　長

議

　長

委
員
長

議

　長

委
員
長

委
員
長

委
員
長

議
会
の
要
望
活
動
に
よ
り

　基
地
交
付
金
の
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
！要望活動を行う金堂議長(右)

編集委員長が
金堂議長に
インタビュー
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【３月定例会　一般質問 】
◎予約不要（入・退場は自由です）◎　◎どなたでも傍聴できます◎
３月15日（水）・16日（木） 午前１０時

発　行　春日市議会　　編　集　議会報編集特別委員会
〒816-8501　福岡県春日市原町３丁目１番地５
お問い合わせ　春日市議会事務局　☎ 092-584-1113
　　　　　　　　　　　　　　　 FAX 092-584-1146
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春日市議会

市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

主な内容

平成28年

 第4回（12月）
定例会

平成29年2月15日発行

市 議 会
か す が

だ よ り

E-mail:gikai@city.kasuga.fukuoka.jp

春日市マスコットキャラクター

か
す
が
く
ん

あ
す
か
ち
ゃ
ん

平成29年 春日市成人式

編

集

後

記

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
　
　
髙 

橋 

裕 

子

副
委
員
長
　
　
白 

水 

和 

博

委
　
　
員
　
　
川 

﨑 

英 

彦

委
　
　
員
　
　
岩 

渕  

　
穣

た
か
　
　 

は
し
　
　
ゆ
う
　
　  

こ

し
ろ 

う
ず 

か
ず 

ひ
ろ

か
わ 

さ
き 

ひ
で 

ひ
こ

い
わ 

ぶ
ち 

ゆ
た
か

春
日
市
成
人
式
が
１
月
９
日
に
、ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。多
く
の
新

成
人
が
集
ま
っ
て
懐
か
し
い
旧
友
と
再
会
し

会
場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。成
人
を

祝
う
儀
式
と
し
て
は
、元
服
や
裳
着
な
ど
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、成
人
式
の
始

ま
り
は
昭
和
21
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。成
人

の
日
と
し
て
祝
日
に
制
定
さ
れ
た
昭
和
24
年

に
は
全
国
の
自
治
体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、今
で
は
す
っ
か
り
冬
の
風
物
詩
と
な
り
ま

し
た
。多
く
の
人
か
ら
お
祝
い
や
激
励
の
言
葉

を
受
け
て
、喜
び
と
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
た

人
へ
の
感
謝
を
口
に
す
る
新
成
人
の
姿
を
目

に
す
る
と
、と
て
も
逞
し
く
見
え
ま
す
。

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
様
、い
つ
ま
で
も
親
や

お
世
話
に
な
っ
た
人
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。そ
し
て
後
に
続
く
世
代
の
た
め
に
も
新
し

い
時
代
を
、新
し
い
日
本
を
、切
り
拓
い
て
く

だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　 

　（
ひ
で
ひ
こ
）

○議会が身近に感じた。
○参加することによって市議の方の行動が分かる。
○われわれが選んだ議員がわれわれの生活をサポートしているか
知りたい。
○若い方や女性がもっと増えるとよいと思いました。
○（市議会だよりについて）活字がもう少し大きくなればよい。

10
月
28
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら（
抜
粋
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
32
人

●10月21日開催分は前号に、ご意見・アンケート集計結果は市議会ウェブサイトに掲載しています●

議会報告会

Ｑ　市議会からの説明や回答

Ｑ　市議会だよりについて

よく分かった
14人

だいたい分かった
17人

分からなかった
1人

未回答
1人

いつも　
見ている
21人

ときどき見ている
10人

Ｑ　次回への参加意欲

参加したい
24人

参加したくない
2人

未回答
6人

Ｑ　意見交換に対する感想

良かった
20人良くなかった

2人

未回答
10人

日　時　平成28年10月28日（金）
午後７時から午後８時29分

会　場　春日東中学校　いずみホール
参加者　36人
内　容　■議会活動の報告(委員会活動報告)

■議会に関する意見交換

２日間（10/21、28）で106人のみなさまにご参加
いただきました。ありがとうございました！

議会報告会でのご意見を受け、議会運営委員
会では、政務活動費収支報告書のインター
ネット公開に向け、議論を始めています。ご意
見を今後の議会活動に生かしてまいります。

ご意見ありがとうございました
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